
禁
断
義
か
ら
禁
短
気
へ

｜
｜『
風
流
三
国
志
』
と
『
傾
城
禁
短
気
』

構
想
の
背
景
と
し
て
の
宝
永
の
宗
論
騒
動
｜
｜杉

本

和

寛

は
じ
め
に

宝
永
八
年
﹇
一
七
一
一
﹈
四
月
、
京
都
・
八
文
字
屋
八
左
衛
門
よ
り
刊
行
さ

れ
た
江
島
其
磧
作
『
傾
城
禁
短
気
』
は
、
嶋
原
（
京
）・
吉
原
（
江
戸
）・
新
町

（
大
坂
）
の
三
都
、
お
よ
び
、
撞
木
町
（
伏
見
）・
柴
屋
町
（
大
津
）
の
諸
遊
廓
、

白
人
・
巾
着
等
の
私
娼
、
さ
ら
に
は
野
郎
遊
び
（
男
色
）
ま
で
、
当
時
の
好
色

風
俗
の
世
界
全
般
を
対
象
に
、
そ
の
諸
相
を
「
色
道
大
全
」
と
し
て
描
い
た
も

の
で
あ
る
。
一
方
、
そ
の
書
名
「
禁
短
気
」
が
『
禁
断
日
蓮
義
』
す
な
わ
ち
『
禁

断
義
』
の
も
じ
り
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
当
時
流
行
の
談
義
仕
立
や
、
歴
史
的

な
宗
論
の
一
つ
「
安
土
宗
論
」
の
や
つ
し
等
を
趣
向
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
る

点
が
、
本
作
の
大
き
な
特
色
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
談

義
・
宗
論
を
色
道
論
に
や
つ
す
先
鞭
が
、
宝
永
五
年
﹇
一
七
〇
八
﹈
正
月
に
刊

行
さ
れ
た
西
沢
一
風
作
『
風
流
三
国
志
』
巻
三
の
二
「
志
の
男
色
講
談
」・
三
の

三
「
志
の
禁
談
義
」
で
あ
る
こ
と
も
既
に
指
摘
の
通
り
で

１
）

あ
る
。

本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
、『
風
流
三
国
志
』か
ら『
傾

城
禁
短
気
』
に
至
る
女
色
（
浄
土
宗
）
対
男
色
（
日
蓮
宗
）
と
い
う
構
想
に
つ

い
て
、
宝
永
年
間
に
お
け
る
両
宗
派
の
論
争
、
特
に
浄
土
僧
に
よ
る
日
蓮
宗
攻

撃
の
中
で
も
特
定
の
論
争
・
事
件
が
、
制
作
の
動
機
や
背
景
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
は
日
蓮
宗
攻
撃
に
お
け
る
『
禁
断
日
蓮
義
』
と
い
う
書

物
の
持
つ
象
徴
性
と
『
傾
城
禁
短
気
』
と
い
う
書
名
へ
の
拘
泥
に
つ
い
て
も
考

察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

一

『
風
流
三
国
志
』
と
江
戸
に
お
け
る
浄
土
僧
の
日
蓮
宗
誹
謗

（
１
）『
風
流
三
国
志
』
に
つ
い
て

宝
永
五
年
正
月
に
京
都
・
菊
屋
七
郎
右
衛
門
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
風
流
三
国

（

）
一



志
』（
五
巻
五
冊
）は
、
作
者
西
沢
一
風
八
番
目
の
浮
世
草
子
作
品
で
あ
る
。
菊

屋
か
ら
の
出
版
は
『
風
流
今
平
家
』（
元
禄
十
六
年
﹇
一
七
〇
三
﹈
三
月
刊
）、

『
傾
城
武
道
桜
』（
宝
永
二
年
八
月
刊
）、『
伊
達
髪
五
人
男
』（
宝
永
三
年
正
月

刊
）
に
つ
い
で
四
作
目
、『
傾
城
武
道
桜
』・『
伊
達
髪
五
人
男
』
同
様
横
本
型
で

あ
る
。
処
女
作
『
新
色
五
巻
書
』（
元
禄
十
一
年
八
月
刊
）
で
当
時
の
情
痴
事
件

を
取
り
上
げ
た
後
、『
御
前
義
経
記
』（
元
禄
十
三
年
三
月
刊
）、『
寛
濶
曽
我
物

語
』（
元
禄
十
四
年
正
月
刊
）、『
女
大
名
丹
前
能
』（
元
禄
十
五
年
正
月
刊
）、『
風

流
今
平
家
』
と
、
古
典
作
品
を
当
世
風
に
「
や
つ
す
」
手
法
の
作
品
を
続
け
ざ

ま
に
送
り
出
し
、
そ
の
後
『
傾
城
武
道
桜
』
で
は
赤
穂
浪
士
討
入
り
事
件
、『
伊

達
髪
五
人
男
』
で
は
雁
金
文
七
ら
五
人
の
無
頼
の
処
刑
を
扱
う
な
ど
、
近
々
に

起
き
た
実
際
の
事
件
を
題
材
に
「
や
つ
し
」
の
手
法
を
発
揮
す
る
作
品
へ
と
、

扱
う
素
材
に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た
流
れ
の

中
で
出
板
さ
れ
た
『
風
流
三
国
志
』
は
、
当
時
流
行
の
通
俗
軍
談
の
一
つ
『
通

俗
三
国
志
』
を
主
と
し
て
挿
絵
の
絵
柄
等
に
利
用
し
つ
つ
、
主
人
公
今
川
と
同

名
の
実
在
の
遊
女
を
め
ぐ
る
横
領
事
件
、
女
郎
と
客
の
心
中
事
件
な
ど
、
や
は

り
近
時
に
起
き
た
実
際
の
事
件
を
取
り
込
む
形
で
全
体
を
構
成
し
て
い
る
。
全

編
を
『
通
俗
三
国
志
』
の
世
界
で
包
み
込
も
う
と
し
な
が
ら
果
た
せ
ず
、
個
々

の
趣
向
・
素
材
が
や
や
場
当
た
り
的
に
連
携
の
緊
密
性
を
欠
き
な
が
ら
全
体
を

構
成
し
て
い
る
と
い
う
の
が
正
当
な
評
価
で
あ
ろ
う
。

（
２
）「
野
傾
宗
旨
談
義
」・「
野
傾
禁
談
義
」
の
問
題

そ
う
し
た
『
風
流
三
国
志
』
に
お
い
て
、
こ
こ
で
は
巻
三
の
二
「
志
の
男
色

講
談
」・
三
の
三
「
志
の
禁
談
義
」
に
用
い
ら
れ
た
、
浄
土
・
日
蓮
両
党
の
争
い

を
女
色
・
男
色
の
争
い
に
や
つ
す
と
い
う
好
色
化
の
手
法
を
具
体
的
に
見
な
が

ら
、
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

本
作
の
主
人
公
今
川
は
江
戸
吉
原
の
元
遊
女
で
あ
り
、
自
ら
が
慕
う
男
も
あ

り
な
が
ら
、
遊
女
屋
の
親
方
三
浦
某
に
口
説
か
れ
妻
と
な
っ
た
。
四
年
後
夫
は

先
立
ち
、
こ
の
巻
三
の
二
は
、
京
へ
上
る
前
に
夫
の
墓
に
参
ろ
う
と
今
川
が
谷

中
の
一
寺
を
訪
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
折
、「
◯
野
傾
宗
旨
談
義

講
談
者
保
元
」
と
い
う
貼
紙
に
ひ
か
れ
、
聴
聞
の
一
座
に
加
わ
る
。
講
談
者
の
保やす

元もと
は
、
弘
法
大
師
や
文
殊
菩
薩
と
い
う
男
色
由
縁
の
絵
像
を
背
に
、
激
し
く
女

色
お
よ
び
浄
土
宗
を
罵
る
。

扨
拙
者
こ
と
、
先
宗
旨
は
代
〻
日
蓮
宗
に
て
、
竹
馬
よ
り
男
色
を
好このみ
未いまだ
其

ち
ま
た
を
は
な
れ
ず
。
男
た
る
も
の
も
て
あ
そ
ぶ
べ
き
は
此
み
ち
な
り
。

よ
つ
て
衆
道
を
我
宗
旨
に
よ
そ
へ
、女
道
を
浄
土
門
に
た
と
へ
て
い
わ
く
、

男
色
は
日
に
お
な
じ
女
色
は
星
の
ご
と
し
。
殊
に
念
仏
む
け
ん
と
も
し
る

せ
り
。
然
は
女
を
あ
ひ
し
む
け
ん
ぢ
ご
く
に
お
ち
ん
よ
り
、
有あり
難がたき
男
色
に

も
と
づ
き
菩
薩
の
躰
に
い
た
り

２
）

給
へ
。

こ
の
後
、
女
性
や
遊
女
を
具
体
的
に
批
判
し
、
最
後
に
、

う
ら
お
も
て
の
ち
が
い
な
れ
ば
む
り
と
は
思
ひ
な
が
ら
、
も
し
他
宗
に
お

も
む
か
ば
、
い
ま
迄
ね
が
ひ
し
宗
門
の
あ
だ
に
な
ら
ん
を
か
な
し
む
こ
と

色
道
の
ぐ
わ
ん
そ
た
り
。
ひ
つ
き
や
う
日
蓮
宗
よ
り
浄
土
宗
を
念
仏
む
け

ん
と
い
ふ
に
お
な
じ
。
返
答
あ
ら
ば
尋
ね
給
へ
と
い
た
け
だ
か
に
の
ゝ
し

り
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な
が
ら
講
談
を
し
ま
う
と
、
若
い
男
四
五
人
が
「
今
日
よ
り
衆
道
も
ん
に
お
も

む
く
為
と
て
念
仏
門
の
し
ゆ
ず
を
き
」
る
と
い
う
効
果
を
生
む
。
こ
れ
を
聞
い

た
遊
女
出
身
の
今
川
は
我
慢
が
な
ら
ず
、「
野
傾
禁
談
義

講
談
者
今
川
平
治
」と

貼
紙
を
出
し
、
天
照
大
神
・
嶋
の
千
歳
・
夕
霧
の
絵
像
を
背
に
激
し
く
反
論
す

る
。

既
に
女
道
も
ん
を
念
仏
宗
に
た
と
へ
る
さ
も
な
く
て
は
す
む
ま
じ
。
申
は

過
言
な
れ
共
、
我
朝
に
お
い
て
浄
土
門
あ
ま
た
に
し
て
日
蓮
宗
は
ま
れ
な

り
。
女
道
の
は
い
く
わ
い
す
る
こ
と
日
ゞ
ひ
ゞ
に
し
て
又
さ
か
ん
な
り
。

男
色
は
次
第
に
お
と
ろ
ひ
今
は
有
か
な
き
か
の
ご
と
し
。

さ
ら
に
論
敵
保
元
を
「
元
来
此
男
変
気
に
し
て
魔
道
の
し
よ
い
な
り
。
殊
に
日

蓮
宗
に
て
物
ご
と
か
た
く
な
に
他
宗
を
そ
し
る
は
是
外
道
に
あ
ら
ず
や
」
と
日

蓮
宗
誹
謗
の
決
ま
り
文
句
を
並
べ
て
罵
倒
し
た
後
、

日
蓮
既
に
し
ゝ
ゐ
で
ん
に
ま
ん
だ
ら
を
か
け
奉
り
、
我
め
つ
ご
後
三
百
年

に
い
た
り
、
日
の
本
を
我
宗
に
な
さ
ず
ん
ば
、
む
け
ん
の
法
と
し
る
べ
し

と
か
た
〴
〵
申
お
か
れ
た
り
。
そ
れ
よ
り
今
迄
の
年
数
を
く
れ
ば
四
百
年

に
お
よ
べ
り
。
然
は
日
蓮
宗
は
我
と
む
け
ん
の
法
に
ひ
と
し
。

と
攻
撃
す
る
。
こ
の
後
、
保
元
と
は
逆
に
女
道
の
あ
り
が
た
さ
を
説
き
、
結
局

今
川
の
反
駁
が
功
を
奏
す
る
形
で
こ
の
趣
向
は
幕
を
閉
じ
る
が
、
宗
旨
争
い
が

色
道
論
に
う
ま
く
転
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
特
に
講
談
の
冒
頭
と
終
末
で
は
、
両

者
と
も
に
相
手
の
宗
派
を
攻
撃
す
る
宗
論
の
激
し
さ
ば
か
り
が
表
に
立
つ
形
と

な
っ
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
こ
こ
で
見
ら
れ
る
（
１
）
野
傾
優
劣
論
・（
２
）
談
義
の
趣
向
化
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
一
風
の
創
案
で
は
な
い
。
野
間
光
辰
氏
の

解
説

３
）

で
は
、（
１
）
に
つ
い
て
『
田
夫
物
語
』『
よ
だ
れ
か
け
』
な
ど
の
仮
名
草

子
類
、
西
鶴
の
『
男
色
大
鑑
』（
貞
享
四
年
﹇
一
六
八
七
﹈
刊
）、
あ
る
い
は
『
好

色
姥
桜
』（
元
禄
五
年
刊
）・『
風
流
日
本
荘
子
』（
元
禄
十
五
年
刊
）・『
風
流
杉

盃
』（
宝
永
二
年
刊
）・『
風
流
曲
三
味
線
』（
宝
永
三
年
刊
）・『
当
世
乙
女
織
』

（
同
年
刊
）・『
野
傾
友
三
味
線
』（
宝
永
五
年
刊
）な
ど
の
浮
世
草
子
作
品
を
挙

げ
、そ
の
趣
向
が
近
世
期
に
入
り
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
、ま
た（
２
）

に
つ
い
て
は
、『
好
色
床
談
義
』（
元
禄
二
年
刊
）・『
傾
城
辻
談
義
』（
元
禄
十
六

年
刊
）・『
傾
城
仕
送
大
臣
』（
同
年
刊
）
や
本
作
『
風
流
三
国
志
』
な
ど
を
挙
げ
、

元
禄
か
ら
宝
永
・
正
徳
・
享
保
に
か
け
て
の
談
義
流
行
の
当
て
込
み
で
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
衆
道
（＝

日
蓮
宗
）
と
女
道
（＝

浄
土
宗
）

の
宗
論
に
擬
し
た
と
こ
ろ
が
一
風
の
手
柄
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
一
風
は
、
前
作
『
伊
達
髪
五
人
男
』「
口
明
」
末
尾
に
「
風
流
三
国

志

全
部
六
巻
╱

保
元
平
治
色
あ
ら
そ
ひ
」の
予
告
を
載
せ
、
中
国
の
合
戦
物

で
あ
る
『
三
国
志
』
に
加
え
、
我
が
朝
の
『
保
元
物
語
』『
平
治
物
語
』
と
い
う

合
戦
の
趣
向
も
交
え
、
元
禄
期
の
自
身
の
作
品
の
よ
う
な
有
名
な
古
典
の
や
つ

し
を
想
定
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
こ
の
二
章
の
野
傾

優
劣
論
に
お
い
て
講
談
者
の
名
前
に
「
保
元
」「
平
治
」
を
用
い
る
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
こ
と
や
、
先
述
の
よ
う
に
色
道
論
以
上
に
宗
論
的
な
要
素
が
非
常
に
強

い
こ
と
な
ど
、
構
成
上
の
問
題
や
趣
向
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
を
指
摘
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
こ
で
、
野
間
氏
が
説
明
す
る
前
掲
（
２
）
に
つ
い
て
、
当
時
流
行

の
談
義
の
当
て
込
み
と
い
う
漠
然
と
し
た
時
代
の
風
潮
の
趣
向
取
り
で
は
な

禁
断
義
か
ら
禁
短
気
へ

（

）
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く
、
特
定
の
事
件
・
動
き
を
急
遽
取
り
入
れ
、
素
材
と
し
て
の
新
奇
さ
を
訴
え

よ
う
と
し
た
の
が
「
野
傾
宗
旨
談
義
」「
野
傾
禁
談
義
」
の
二
章
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
宗
論
・
色
道
論
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
き
な
が
ら
（
そ
し
て
「
や
つ
し
き
れ

な
い
」ま
ま
に
）、
激
し
い
宗
論
的
な
表
現
が
目
立
つ
結
果
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
の
が
本
稿
の
主
張
の
一
つ
と
な
る
。

（
３
）
宝
永
四
年
の
江
戸
に
お
け
る
宗
論
騒
動

『
風
流
三
国
志
』
が
刊
行
さ
れ
る
前
年
（
宝
永
四
年
）、
江
戸
に
お
い
て
は
浄

土
宗
僧
侶
に
よ
る
日
蓮
宗
へ
の
攻
撃
が
非
常
に
活
発
化
し
て
い
た
。
そ
う
し
た

兆
候
は
宝
永
三
年
中
か
ら
見
ら
れ
、
将
軍
家
の
墓
所
で
も
あ
り
、
浄
土
宗
大
本

山
・
関
東
十
八
檀
林
筆
頭
の
増
上
寺
に
対
し
て
、
幕
府
か
ら
相
次
い
で
申
し
渡

し
が
行
な
わ
れ
て

４
）

い
た
。

覚

自
讃
毀
他
之
教
誡
者
、
非
唯
佛
制
、
最
是
依
為
法
衰
之
因
・
諍
論
之
縁
、

堅
可
制
止
事
、

東
照
宮
之
神
令
而
厳
密
可
相
守
之
条
、
寺
院
面
〻
尋
常
承
知
之
間
、
此
度

始
而
非
申
渡
候
。
然
頃
日
於
所
〻
道
場
、
自
他
勝
劣
之
法
談
盛
弘
之
、
貴

賤
群
衆
之
聞
有
之
間
、
急
度
可
令
停
止
之
旨
、
従
寺
社
司
被
仰
渡
候
。
自

今
已
後
、
唯
勧
宗
門
之
安
心
、
本
如
法
之
勧
化
、
最
自
他
比
況
之
講
談
、

一
向
不
可
有
之
者
也
。
若
於
違
背
者
当
人
者
不
及
申
、
組
中
迄
、
急
度
越

度
可
申
付
候
、
已
上
。

「
自
讃
毀
他
之
教
誡
」す
な
わ
ち
自
宗
を
誇
り
他
宗
を
誹
る
こ
と
は
、「
堅
可
制

止
」
つ
ま
り
法
度
に
よ
り
厳
し
く
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
も
申
し
渡

し
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
方
々
の
道
場
に
お
い
て
学
僧

た
ち
に
よ
り
「
自
他
勝
劣
之
法
談
」
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
、
聴
衆
が
押
し
寄

せ
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
、
違
反
し
た
者
は
必
ず
処
罰
す
る（「
急
度
越
度
可

申
付
」）
こ
と
に
よ
り
こ
れ
を
押
さ
え
込
も
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
毀
他
」

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
が
日
蓮
宗
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
次
の
覚
書
か
ら
も

自
明
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
事
態
は
沈
静
化
せ
ず
、
同
年
中
に
さ
ら
な
る
申
し
渡
し
が
お
こ
な

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

覚

御
当
家
被
下
浄
土
宗
条
目
之
内
、
自
讃
毀
他
、
最
是
依
為
法
衰
之
因
・
諍

論
之
縁
、
堅
可
制
止
事
与
御
書
出
之
通
。
此
度
日
蓮
宗
江
同
前
被

仰
出
之

間
、
向
後
可
相
守
其
趣
、
若
於
違
背
之
輩
者
、
可
被
行
罪
科
旨
候
条
、
令

承
知
之
、
末
流
等
急
度
可
被
申
渡
也
。

十
一
月
四
日

今
一
度
「
自
讃
毀
他
、
最
是
依
為
法
衰
之
因
・
諍
論
之
縁
、
堅
可
制
止
事
」
と

い
う
法
度
の
条
目
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
日
蓮
宗
へ
も
同
様
に
他
宗
攻
撃
を

慎
む
よ
う
通
達
し
た
こ
と
を
告
げ
た
上
で
、
違
反
し
た
者
は
罪
科
に
問
う
こ
と

を
繰
り
返
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
浄
土
宗
側
の
誹
謗
は
衰
え
る
こ
と
が
な
く
、

そ
れ
に
対
す
る
日
蓮
宗
側
の
反
撃
も
目
に
余
る
状
況
に
な
っ
て
き
た
の
だ
ろ

う
。
幕
府
が
こ
う
し
た
他
宗
攻
撃
を
、
本
来
的
な
僧
侶
と
し
て
の
修
業
の
妨
げ

や
仏
道
衰
微
の
要
因
に
な
る
も
の
と
し
て
規
制
を
加
え
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、

（
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法
度
の
精
神
か
ら
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
そ
う
し
た
激
し

い
宗
論
を
宗
教
的
関
心
の
み
な
ら
ず
娯
楽
的
な
興
奮
と
と
も
に
受
け
入
れ
た
で

あ
ろ
う
江
戸
の
人
々
に
対
し
て
危
機
感
を
持
ち
、
あ
わ
せ
て
牽
制
す
る
こ
と
も

意
図
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
末
流
等
急
度
可
被
申
渡
也
」と
い
う
文
言
か

ら
は
、
増
上
寺
内
の
み
な
ら
ず
、
江
戸
市
中
の
浄
土
宗
末
寺
に
お
い
て
も
同
様

の
騒
ぎ
の
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
翌
宝
永
四
年
五
月
二
十
四
日
、
前
年

同
様
の
覚
書
が
再
び
通
達
さ
れ
て
い
る
の
も
、
強
い
危
機
感
の
表
わ
れ
で
あ

５
）

ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、こ
う
し
た
幕
府
側
の
介
入
は
功
を
奏
し
な
か
っ
た
よ
う
で
、

つ
い
に
処
罰
者
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
の
状
況
に
つ
い
て
『
中
村
雑

記
』
で
は
、「
宝
永
四
年
丁
亥
」
に
次
の
二
つ
の
記
事
を
伝
え
て

６
）

い
る
。

①
三
月
初
、
白
山
蓮
華
寺
ヘ
浄
土
僧
ノ
諸
家
来
リ
、
念
仏
ム
ケ
ン
ノ
理
ヲ
聞

ン
ト
テ
、
又

本

ノ

マ

ヽ

列
ル
ル
所
サ
マ
〳
〵
ア
リ
テ
、
蓮
華
寺
ノ
曰
、
私
宗
旨
ユ
ヘ

此
書
物
の
過
ヲ
云
也
、
ナ
ン
ノ
心
ナ
シ
ト
云
々
、
コ
レ
ハ
法
華
宗
ノ
始
立

時
ノ
論
也
、
今
不
入
事
ト
云
々
、
浄
土
宗
黙
而
止
。

②
此
間
天
鐘
浄
土
増
上

寺
諸
化

増
上
寺
ヨ
リ
呼
ニ
来
リ
、
談
儀
相
止
メ
可
申
候
由
也
、
諸

宗
各
一
宗
ヲ
守
リ
ツ
ト
メ
可
申
候
処
、
他
宗
ヲ
ソ
シ
リ
、
及
争
動
候
故
也
、

コ
レ
ニ
付
キ
百
人
ホ
ド
獄
ヘ
入
ル
、
此
外
駒
込
ノ
文
察
、
日
光
ヨ
リ
来
僧

モ
ト
キ
申
候
由
、
コ
レ
ハ
各
別
也

①
は
幕
府
が
ま
さ
に
締
め
付
け
を
は
か
っ
て
い
る
最
中
の
、
江
戸
市
中
に
お
け

る
浄
土
僧
の
行
動
を
伝
え
て
お
り
、
こ
こ
で
は
浄
土
僧
達
が
言
い
負
か
さ
れ
た

形
と
な
っ
て
い
る
。
②
は
五
月
十
八
日
の
項
目
と
五
月
末
の
項
目
の
間
に
書
か

れ
て
お
り
、
先
に
触
れ
た
「
覚
書
」
再
通
達
の
時
期
と
も
重
な
る
。
再
通
達
を

機
に
「
自
讃
他
毀
」
に
及
ん
だ
浄
土
僧
に
対
す
る
処
罰
が
開
始
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
百
人
と
い
う
人
数
の
多
さ
か
ら
、
大
本
山
増
上
寺
の
学
僧
に
も
処

罰
が
及
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
五
月
の
通
達
を
最
後
通
牒
と
し
て
一
気

に
取
り
締
ま
り
が
お
こ
な
わ
れ
、
事
態
収
束
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
う

し
た
一
連
の
動
き
か
ら
は
、
見
せ
し
め
的
な
処
罰
の
向
こ
う
側
に
、
江
戸
時
代

を
通
じ
て
絶
え
ず
見
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
両
宗
の
排
撃
的
な
宗
論
合
戦
の
中
で

も
、
特
に
こ
の
時
期
の
大
き
な
盛
り
上
が
り
と
そ
れ
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
幕

府
の
強
い
意
志
を
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
騒
動
の
様
子
を
さ
ら
に
詳
し
く
伝
え
る
の
が
『
鸚
鵡
籠
中
記
』
の
記
事

で

７
）

あ
る
。
宝
永
四
年
三
月
廿
九
日
の
項
で
は
、
伝
通
院
の
天
鏡
が
騒
動
の
中
心

人
物
と
し
て
激
し
く
日
蓮
宗
を
誹
る
様
子
と
、
そ
れ
に
対
す
る
日
蓮
宗
側
の
抗

議
、
お
よ
び
そ
れ
を
取
り
合
わ
な
い
増
上
寺
側
の
対
応
が
う
か
が
え
る
。

◯
頃
日
、
於
江
戸
天
鏡
浄
土

宗

と
云
僧
。
所
々
に
て
説
法
し
、
甚
日
蓮
党
を
排
斥

す
。
仍
之
、
身
延
・
池
上
等
よ
り
増
上
寺
へ
訴
へ
、
説
法
を
止
ん
事
を
請
ふ
。

増
上
寺
不
肯
。
問
答
の
上
に
て
停
止
す
へ
き
由
也
。
╱
天
鏡
高
座
へ
上
り
、

日
蓮
か
木
像
を
前
に
置
。
先
法
花
経
の
功
徳
の
難
有
こ
と
ゝ
、
南
無
阿
弥
陀

仏
の
功
力
、
極
楽
往
生
の
難
有
事
を
演
べ
て
、
扨
日
蓮
が
首
を
扇
に
て
た
ゝ

き
、
某
し
五
十
（ママ）

年
先
に
如
此
説
法
い
た
し
候
は
ゝ
、
多
く
の
衆
生
を
日
め
が

邪
宗
に
迷
は
せ
申
間
敷
も
の
を
、
日
め
法
花
経
の
中
の
文
字
を
書
か
へ
、
末

世
の
衆
生
を
だ
ま
し
て
鬼
子
母
神
の
大
黒
の
と
申
事
を
こ
し
ら
へ
、
女
中
を

誑
し
、
殊
に
天
下
の
御
宗
旨
呪
咀
の
言
に
云
く
、
念
仏
無
間
禅
天
魔
真
言
亡

（
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国
律
国
賊
な
ど
ゝ
申
事
、出
家
の
身
と
し
て
仏
法
を
誹
謗
す
る
罪
悪
貫
天
也
。

以
下
略

ま
た
、
そ
の
記
事
に
続
く
形
で
『
中
村
雑
記
』
①
と
同
じ
事
件
を
取
り
上
げ
る
。

◯
頃

日

蓮

宗

）

日
蓮
花
寺
法
談
に
他
宗
を
誹
る
。
伝
通
院
所
化
天
鏡
を
頼
み
、
蓮
華
寺

と
論
あ
り
て
、
蓮
華
寺
伏
す
。
頃
日
、
天
鏡
法
談
の
席
に
て
、
日
蓮
宗
改
宗

し
、
念
珠
を
切
る
事
夥
敷
。

天
鏡
か
智
恵
の
剃
刀
研
す
ま
し
髭
題
目
を
す
る
ぞ
か
な
し
き

日
々
と
い
ふ
て
た
も
る
な
ス
天
鏡
て
れ
ん
も
せ
ね
ば
法
が
た
ゝ
ぬ
に

盗
宗
を
明
ら
か
に
す
る
天
鏡
が
今
は
表
裏
テ
レ
ン

も
な
ら
む
日
蓮

日
蓮
は
て
れ
ん
天
鏡
よ
く
知
つ
て
大
座
を
背
負
て
迯
る
盗
宗

天
鏡
か
叱
り
の
嵐
は
げ
し
く
て
む
ね
の
蓮
華
寺
さ
こ
そ
散
ら
ん

日
蓮
は
塩
干
に
見
へ
ぬ
沖
の
石
の
人
こ
そ
し
ら
ね
か
く
す
念
仏

世
の
中
の
竹
は
八
月
木
六
月
日
蓮
今
か
珠
数
を
き
る
旬

落
首
を
掲
げ
な
が
ら
、
天
鏡
の
談
義
が
日
蓮
宗
側
を
圧
倒
し
た
と
い
う
内
容
は

『
中
村
雑
記
』
の
も
の
と
は
結
果
を
異
に
す
る
も
の
の
、
当
時
の
天
鏡
の
影
響

力
と
名
声
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
天
鏡
の
活
動
は
続
き
、
同
年

五
月
十
五
日
の
項
で
は
、「
◯
頃
日
天
鏡
誹
謗
日
蓮
堂
事
夥
敷
。
江
戸
中
是
沙
汰

な
り
」
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
述
の
如
く
五
月
の
終
わ
り
に
は
幕
府
の

締
め
付
け
が
強
く
な
り
、
さ
し
も
の
天
鏡
も
殊
勝
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

よ
う
で
、
六
月
二
日
の
項
に
は
「
◯
天
鏡
も
先
今
日
切
に
て
談
義
仕
廻
。
権
僧

正
に
被
仰
付
候
。
談
義
の
書
付

二
巻
の
禁
断
抄
等
板
行
」と
あ
る
。
こ
の「
談

義
の
書
付
」
は
同
じ
宝
永
四
年
九
月
に
江
戸
の
左
次
兵
衛
方
よ
り
刊
行
さ
れ
た

『
法
華
念
仏
記
』（
一
巻
一
冊
）を
指
す
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
あ

ら
た
め
て
触
れ
る
。

と
も
か
く
騒
動
は
一
旦
終
結
し
た
が
、
そ
の
最
中
に
こ
の
熱
狂
を
商
機
と
見

て
新
た
な
出
版
物
を
送
り
出
す
本
屋
も
出
て
き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で

み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（
４
）
江
戸
の
宗
論
騒
動
と『
禁
断
日
蓮
義
』、
お
よ
び
、
京
都
へ
の
情
報
伝

播

一
の
（
３
）
の
よ
う
な
処
罰
が
お
こ
な
わ
れ
る
直
前
、
浄
土
・
日
蓮
両
宗
の

「
自
讃
毀
他
」
が
江
戸
の
諸
所
に
お
い
て
盛
り
上
が
っ
て
い
た
頃
、
注
目
す
べ

き
二
つ
の
出
版
物
が
江
戸
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
は
同
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
禁
断
日
蓮
義
』
で
、
刊
記
に
「
宝
永
四

丁
亥
歳
五
月
吉
日

江
府
増
上
寺
門
前
玉
置
次
郎
兵
衛
蔵
版
」
と

８
）

あ
る
。
玉
置

次
郎
兵
衛
は
、
所
柄
浄
土
系
の
仏
書
を
主
力
と
す
る
書
肆
で
あ
り
、
増
上
寺
内

の
情
報
に
も
通
じ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

冒
頭
で
も
触
れ
た
『
禁
断
日
蓮
義
』
は
、
天
台
僧
真
陽
（
寛
永
四
年
﹇
一
六

二
七
﹈
｜
明
暦
二
年
﹇
一
六
五
六
﹈）
の
名
で
承
応
三
年
﹇
一
六
五
四
﹈
に
出
板

さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
師
で
あ
る
真
迢
（
慶
長
元
年
﹇
一
五
九
六
﹈

｜
万
治
二
年
﹇
一
六
五
九
﹈）
の
手
に
な
る
も
の
と
さ
れ
て

９
）

い
る
。
真
迢
は
元
来

日
蓮
僧
で
京
都
妙
蓮
華
寺
貫
主
ま
で
つ
と
め
た
が
、
後
に
天
台
に
転
じ
、『
破
邪

顕
正
記
』（
寛
永
十
六
年
﹇
一
六
三
九
﹈
刊
）
に
お
い
て
日
蓮
宗
の
他
宗
誹
謗
を

難
じ
た
。
そ
し
て
、
日
蓮
宗
側
か
ら
の
反
駁
を
受
け
て
出
さ
れ
た
の
が
『
禁
断
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日
蓮
義
』
で
あ
る
。
目
録
一
巻
、
本
文
十
巻
、
追
加
五
箇
条
一
巻
の
計
十
二
巻

十
二
冊
か
ら
な
り
、『
破
邪
顕
正
記
』同
様
日
蓮
宗
の
他
宗
誹
謗
も
非
難
す
る
が
、

あ
く
ま
で
も
中
心
と
な
る
の
は
山
門
側
（
比
叡
山
延
暦
寺
）
か
ら
の
批
判
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
「
こ
の
書
出
で
て
よ
り
日
蓮
宗
対
山
門
或
は
浄
土
宗
よ
り
す
る

宗
論
を
、「
禁
断
義
」
も
し
く
は
「
禁
談
義
」
と
称
す
る
に
至

10
）

っ
た
」
と
あ
る
よ

う
に
、
宗
派
を
超
え
て
日
蓮
宗
攻
撃
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
書
名
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
風
流
三
国
志
』
の
三
の
三
「
志
の
禁
談
義
」
と
い
う
章

題
や
、『
傾
城
禁
短
気
』と
い
う
書
名
が
そ
れ
に
倣
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
こ
う
し
た
自
店
得
意
の
浄
土
系
仏
書
と
は
必
ず
し
も
言
い
難
い
、
し

か
も
十
二
冊
の
大
部
な
書
を
出
板
す
る
に
は
、
玉
置
次
郎
兵
衛
に
も
相
当
の
覚

悟
と
目
算
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

同
じ
状
況
下
で
、
や
は
り
時
好
に
投
じ
た
も
う
一
つ
の
書
肆
が
万
屋
清
兵
衛

で
あ
る
。
万
屋
清
兵
衛
は
、
江
戸
日
本
橋
界
隈
で
店
を
開
き
、
西
鶴
本
や
八
文

字
屋
本
等
浮
世
草
子
作
品
の
江
戸
売
捌
き
元
と
し
て
の
活
動
な
ど
上
方
書
肆
と

の
積
極
的
な
交
流
や
、
雑
俳
書
を
は
じ
め
地
図
・
地
誌
な
ど
多
く
の
出
版
物
を

手
が
け
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
江
戸
本
屋
仲
間
の
筆
頭
割
印
行
事
も
務
め
た
。
そ

の
万
屋
が
玉
置
の
『
禁
断
日
蓮
義
』
刊
行
の
一
月
前
、『
禁
断
日
蓮
義
抜
書
』
を

刊
行
す
る
。
刊
記
に
は
「
宝
永
四
年
亥
初
夏

合
之
╱
日
本
橋
南
一
町
目

万

屋
清
兵

11
）

衛
版
」
と
あ
り
、
単
独
板
で
あ
る
。
こ
の
本
は
文
字
通
り
該
書
の
抜
書

き
を
上
下
二
巻
に
ま
と
め
、
漢
字
片
仮
名
書
き
を
漢
字
平
仮
名
書
き
の
読
み
物

風
に
改
め
る
な
ど
、
簡
便
さ
読
み
や
す
さ
を
求
め
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

頃
ま
で
の
万
屋
に
よ
る
仏
教
関
係
の
書
物
と
し
て
は
、
元
禄
二
年﹇
一
六
八
九
﹈

刊
で
大
坂
の
雁
金
屋
庄
兵
衛
と
の
相
合
板
に
よ
る
『
本
朝
故
事
因
縁
集
』
が
知

ら
れ
る
程
度
で

12
）

あ
り
、
玉
置
以
上
に
主
力
商
品
の
傾
向
と
は
ズ
レ
が
あ
る
中
で

の
単
独
板
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、潮
流
を
読
ん
だ
意
欲
的
な
出
版
物
と
い
え
る
。

ま
た
、
先
述
し
た
『
鸚
鵡
籠
中
記
』
宝
永
四
年
六
月
二
日
の
記
事
に
、
天
鏡

が
自
著
と
と
も
に
「
二
巻
の
禁
断
抄
等
板
行
」
と
あ
る
の
は
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。『
禁
断
抄
』
が
『
禁
断
義
抜
書
』
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
天
鏡
が
本
書

の
刊
行
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
実
際
に
談
義
を

お
こ
な
っ
た
僧
侶
と
『
禁
断
日
蓮
義
』
が
直
接
結
び
つ
き
、
そ
の
象
徴
性
の
強

さ
が
う
か
が
え
る
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
天
鏡
の
『
法
華
念

13
）

仏
記
』
に
は
『
禁

断
義
』
や
真
迢
の
語
が
散
見
さ
れ
、
談
義
の
中
で
も
言
及
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

裏
付
け
て
い
る
。
万
屋
が「
禁
断
義
」物
に
手
を
出
す
に
は
十
分
な
環
境
が
整
っ

て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
西
鶴
本
に
関
わ
る
万
屋
と
上
方
の
諸
板
元
、
就
中
八
文
字
屋
と
の

連
携
に
関
す
る
速
水
香
織
氏
や
藤
原
英
城
氏
の
研
究
に
基
づ

14
）

け
ば
、
こ
う
し
た

江
戸
に
お
け
る
騒
動
の
実
態
や
出
版
物
の
状
況
が
、
宝
永
四
年
中
の
早
い
時
期

に
万
屋
か
ら
『
傾
城
禁
短
気
』
の
板
元
八
文
字
屋
に
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
は
十

分
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
後
で
触
れ
る
よ
う
に
、
翌
宝
永
五
年
閏
正
月
（
つ

ま
り
『
風
流
三
国
志
』
刊
行
の
一
月
後
）
に
は
翌
月
の
『
傾
城
禁
短
気
』
刊
行

を
予
告
し
て
お
り
、『
風
流
三
国
志
』
同
様
に
談
義
・
宗
論
と
色
道
論
を
組
み
合

わ
せ
た
新
機
軸
を
構
想
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
（
結
局
そ
の
刊
行
は
見
送
ら

れ
、
そ
の
後
三
年
を
要
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
）、
そ
の
き
っ
か
け
と
し
て
万

屋
↓
八
文
字
屋
の
情
報
提
供
が
考
え
ら
れ
る
。
従
来
『
風
流
三
国
志
』
巻
三
の

（

）
七

禁
断
義
か
ら
禁
短
気
へ



二
・
三
の
三
に
『
傾
城
禁
短
気
』
構
想
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
さ
れ
た
き
た
が
、

菊
屋
｜
一
風
と
同
時
進
行
で
（
あ
る
い
は
い
ち
早
く
）
こ
の
新
趣
向
の
作
品
化

を
模
索
し
て
い
て
、
偶
々
『
風
流
三
国
志
』
に
先
ん
じ
ら
れ
た
可
能
性
も
考
慮

し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
の
一
方
で
、
先
行
し
た
菊
屋
｜
一
風
が
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
の
よ
う
な

経
路
か
ら
情
報
を
取
り
入
れ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
し
、
噂
と
し
て

こ
う
し
た
話
題
が
江
戸
か
ら
上
方
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

く
、
し
か
も
宝
永
四
年
の
秋
に
は
江
戸
で
の
動
き
を
伝
え
る
よ
う
な
本
が
早
く

も
京
都
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。「
保
元
・
平
治
」
構
想
が
う
ま
く
進
ま
ず
、
な
お

か
つ
実
事
件
の
小
説
化
に
積
極
的
か
つ
手
馴
れ
つ
つ
あ
っ
た
一
風
が
、
秋
以
降

の
段
階
で
慌
て
て
『
風
流
三
国
志
』
に
女
色
（
浄
土
宗
）
対
男
色
（
日
蓮
宗
）

の
趣
向
を
挿
入
し
、
そ
れ
が
先
述
し
た
よ
う
な
記
述
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
に
つ

な
が
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
京
で
の
出
版
物
の
例
と
し
て
『
増
上
縁
談
議
咄
』（
三
巻
五
冊
）
が

挙
げ
ら
れ
る
。
刊
記
に
は
「
宝
永
丁
亥
秋
九
月
上

╱
京
極
通
植
松
町

好
田

市
三
郎
梓
板
」と

15
）

あ
り
、
書
肆
好
田
市
三
郎
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
も
の
の
、

「
京
極
通
植
松
町
」
と
い
う
所
付
は
菊
屋
七
郎
兵
衛
の
住
所
「
寺
町
通
松
原
上

ル
町
東
側
」
に
近
接
し
て
お
り
、
情
報
摂
取
の
糸
口
と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
書

の
梗
概
は
以
下
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

上
巻
）

一
冊
目
・
二
冊
目

越
中
砺
波
の
浄
土
僧
乗
誉
は
、
久
し
ぶ
り
に

故
郷
京
都
を
訪
れ
清
水
寺
で
旧
友
に
出
会
う
。
江
戸
に
住
む
旧
友
は
日
蓮
宗

に
帰
依
し
て
い
る
が
、
江
戸
で
の
友
人
か
ら
「
偖さて
も
頃この
日ごろ
当
国
に
お
ゐ
て
法

花
宗
の
や
か
ら
数
珠
を
き
り
て
。
大
半
浄
土
宗
に
帰
依
し
。
其
き
る
所
の
数

珠
お
び
た
ゝ
し
く
て
。
俵
に
つ
め
。
川
に
流
す
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
浄
土
宗

へ
の
改
宗
を
考
え
る
。
以
下
旧
友
と
乗
誉
が
問
答
体
で
、
浄
土
宗
の
あ
り
が

た
さ
と
日
蓮
宗
の
難
点
を
説
き
勧
め
る
。
途
中
真
迢
の
事
跡
に
も
触
れ
る
。

や
が
て
再
会
を
約
し
て
一
旦
宿
に
帰
る
。

中
巻
）

三
冊
目
・
四
冊
目

乗
誉
の
宿
を
訪
れ
た
旧
友
に
、
乗
誉
の
師
で

あ
る
看
誉
上
人
が
こ
の
年
（
宝
永
四
年
）
初
夏
に
江
戸
に
お
い
て
『
禁
断
日

蓮
義
』
を
講
談
し
た
四
十
八
夜
談
義
の
様
子
を
話
す
。
三
月
二
十
五
日
の
第

一
夜
か
ら
五
月
六
日
の
第
四
十
夜
ま
で
。

下
巻
）

五
冊
目

五
月
十
四
日
の
四
十
八
夜
ま
で
と
す
る
が
本
の
中
で
は

省
略
も
多
く
、
安
土
宗
論
や
慶
長
の
宗
論
な
ど
に
多
く
を
費
や
す
。
乗
誉
の

話
を
聞
い
た
旧
友
が
、
江
戸
の
友
人
へ
の
土
産
に
す
る
た
め
に
本
の
形
に
ま

と
め
た
の
が
こ
の
『
増
上
縁
談
議
咄
』
で
あ
る
と
の
体
裁
を
と
る
。

全
体
に
『
禁
断
日
蓮
義
抜
書
』
を
思
わ
せ
る
内
容
で
『
禁
断
日
蓮
義
』
の
項

目
を
適
宜
選
択
す
る
か
た
ち
を
取
り
な
が
ら
省
略
を
交
え
、
最
後
に
「
追
加
五

箇
条
」
か
ら
歴
史
的
な
宗
論
の
情
報
を
載
せ
る
こ
と
も
『
禁
断
日
蓮
義
抜
書
』

に
似
た
構
成
で
あ
る
。
作
品
内
の
時
間
を
宝
永
四
年
の
夏
に
設
定
し
、
看
誉
上

人
に
よ
る
日
蓮
宗
攻
撃
の
談
義
の
場
所
を
江
戸
に
し
て
い
る
こ
と
も
、
江
戸
の

諸
所
で
同
様
の
談
義
・
論
難
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
実
際
の
状
況
を
踏
ま
え
て

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
上
方
で
は
、『
女
大
名
丹
前
能
』の
板
元
で
も
あ

（

）
八

東
京
藝
術
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音
楽
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る
金
屋
市
兵
衛
が
『
禁
断
日
蓮
義
』
を
、
敦
賀
屋
が
仮
名
本
『
禁
断
日
蓮
義
』

を
、
風
月
庄
左
衛
門
が
『
禁
断
日
蓮
義
抜
書
』
を
出
板
し
て

16
）

お
り
、
既
得
権
を

持
つ
書
肆
と
争
わ
な
い
た
め
に
書
名
を
『
禁
断
日
蓮
義
』
と
は
全
く
無
関
係
の

も
の
に
し
、
実
際
に
は
『
禁
断
日
蓮
義
抜
書
』
に
近
い
も
の
を
売
り
出
す
と
い

う
時
好
に
応
じ
た
出
版
物
と
な
っ
て
い
る
。
現
地
で
あ
る
江
戸
の
み
な
ら
ず
、

京
に
お
い
て
も
宝
永
四
年
中
に
こ
う
し
た
出
版
物
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
江
戸

と
い
う
土
地
で
の
や
や
過
熱
気
味
の
他
宗
攻
撃
の
情
報
が
京
都
に
も
た
ら
さ

れ
、
一
定
の
関
心
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
翌
月
、
宝

永
四
年
十
月
に
、
題

・
内
題
に
「
禁
断
義
返
答
」
と
い
う
副
題
を
も
つ
『
攻

念
仏
』（
同
年
自
序
、
二
巻
二
冊
）な
る
書
が
出
板
さ
れ
て
い
る
の
も
、
江
戸
で

の
宗
論
騒
動
に
お
け
る
『
禁
断
日
蓮
義
』
の
影
響
力
や
、
そ
れ
を
受
け
て
の
『
増

上
縁
談
議
咄
』
刊
行
を
意
識
し
た
も
の
と
思
わ

17
）

れ
る
。

そ
う
し
た
関
心
を
当
て
に
し
て
事
件
を
や
つ
す
と
い
う
一
風
の
手
法
が
、
そ

の
出
来
不
出
来
は
別
に
し
て
こ
の
作
品
（『
風
流
三
国
志
』）
に
お
い
て
も
一
応

は
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
談
義
・
宗
論
の
趣
向
の
場
が
今
川
上

京
後
の
京
都
と
い
う
土
地
で
は
な
く
、
上
京
前
の
江
戸
と
い
う
土
地
、
と
り
わ

け
日
蓮
宗
寺
院
の
比
較
的
多
い
谷
中
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
浄
土
僧
達

が
あ
え
て
敵
地
で
あ
る
谷
中
で
日
蓮
宗
排
撃
の
論
陣
を
張
っ
た
具
体
例
を
掠
め

て
い
る
可
能
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
、
巻
三
の
二
で
保
元
の
講
談
を
聞
い

た
わ
か
い
男
四
五
人
が
「
今
日
よ
り
衆
道
門
に
お
も
む
く
為
と
て
念
仏
門
の
し

ゆ
ず
を
き
」っ
た
の
に
対
し
、
巻
三
の
三
で
今
川
の
談
義
の
後
、
女
中
四
五
人
、

男
衆
五
七
人
が
「
し
ゆ
ず
を
切
」っ
て
女
道
門
に
入
っ
た
と
い
う
記
述
も
、「
数

珠
を
切
る
」と
い
う
点
に
お
い
て
江
戸
の
騒
動
と
結
び
つ
い
て
く
る
。一
の（
３
）

で
掲
げ
た
『
鸚
鵡
籠
中
記
』
の
「
天
鏡
法
談
の
席
に
て
、
日
蓮
宗
改
宗
し
、
念

珠
を
切
る
事
夥
敷
」「
世
の
中
の
竹
は
八
月
木
六
月
日
蓮
今
か
珠
数
を
き
る
」と

い
う
記
述
や
落
首
、
あ
る
い
は
、
天
鏡
『
法
華
念
仏
記
』
挿
絵
に
お
い
て
浄
土

僧
が
日
蓮
党
の
切
っ
た
数
珠
を
俵
詰
め
に
す
る
場
面
（
二
〇
頁
【
図
版
Ａ
】
参

照
）
が
『
風
流
三
国
志
』
の
趣
向
の
背
景
と
し
て
見
え
て
く
る
。『
増
上
縁
談
議

咄
』
上
巻
の
「
偖
も
頃
日
当
国
に
お
ゐ
て
法
花
宗
の
や
か
ら
数
珠
を
き
り
て
、

大
半
浄
土
宗
に
帰
依
し
、
其
き
る
所
の
数
珠
お
び
た
ゝ
し
く
て
俵
に
つ
め
、
川

に
流
す
」
描
写
は
ま
さ
に
『
法
華
念
仏
記
』
挿
絵
の
解
説
の
よ
う
で
あ
り
、「
世

の
中
の
竹
は
…
」
の
落
首
も
そ
れ
に
続
い
て
引
か
れ
て
い
る
。
一
風
が
構
想
す

る
下
地
と
し
て
は
十
分
な
江
戸
と
の
通
路
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
菊
屋
｜
一
風

が
八
文
字
屋
｜
其
磧
を
出
し
抜
く
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

二

『
傾
城
禁
短
気
』
の
構
想
と
そ
の
背
景

（
１
）
日
蓮
宗
攻
撃
の
象
徴
と
し
て
の
『
禁
断
日
蓮
義
』
と
論
難
の
京
都
へ

の
「
飛
び
火
」

こ
こ
で
は
、
前
掲
野
間
氏
の
「
こ
の
書
出
で
て
よ
り
日
蓮
宗
対
山
門
或
は
浄

土
宗
よ
り
す
る
宗
論
を
、「
禁
断
義
」
も
し
く
は
「
禁
談
義
」
と
称
す
る
に
至
っ

た
」
と
す
る
指
摘
に
つ
い
て
、
ま
た
、『
禁
断
日
蓮
義
』
の
象
徴
性
に
つ
い
て
、

繰
り
返
し
と
は
な
る
が
確
認
し
て
お
く
。

天
和
元
年
﹇
一
六
八
一
﹈
刊
『
新
撰
書
籍
目
録
大
全
』（
江
戸
・
山
田
喜
兵
衛

（

）
九

禁
断
義
か
ら
禁
短
気
へ



板
）
で
は
既
に
「
禁
断
義
」
の
表
記
が
見
ら
れ
、
そ
の
略
称
の
通
用
を
窺
い
知

る
こ
と
が
で
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き
る
。

前
掲
『
増
上
縁
談
議
咄
』
で
も
、
巻
之
中
（
第
三
冊
目
）
に
お
い
て
乗
誉
が

師
看
誉
の
法
談
の
発
端
に
、
先
師
看
誉
上
人
、
三
月
廿
五
日
、
東
国
に
お

ゐ
て
日
蓮
党
念
仏
を
謗
言
い
た
す
に
よ
り
、
其
邪
義
を
正
さ
ん
た
め
に
、

四
十
八
夜
、
禁
断
義
の
お
も
む
き
を
尼
入
道
の
耳
近
成
や
う
に
談
義
せ
ら

れ
し
、
其
聞
書
。

と
記
す
こ
と
を
は
じ
め
、「
禁
断
義
（
も
し
く
は
「
禁
断
記
」）」
の
語
彙
が
書
中

に
散
見
さ
れ
る
。
先
掲
の
『
攻
念
仏
』
の
副
題
も
同
様
で
あ
り
、
ま
た
『
増
上

縁
談
議
咄
』
へ
の
反
駁
書
、
日
蓮
僧
日
題
の
『
閑
邪
陳
善
記
』（
宝
永
五
年
﹇
一

七
〇
八
﹈
十
一
月
序
、
同
六
年
九
月
刊
。
京
・
栗
山
宇
兵
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衛
板
）
で
も
、
序
文

に
お
い
て
「
此
ノ
書
（
筆
者
注
・『
増
上
縁
談
議
咄
』）
ハ

然
ト
シ
テ
、
真
迢

ガ
禁
義
ヲ
監
写
」
し
て
い
る
こ
と
を
当
然
の
こ
と
な
が
ら
見
抜
い
た
上
で
、
巻

一
冒
頭
、『
増
上
縁
談
議
咄
』中
の
江
戸
に
お
け
る
浄
土
宗
隆
盛
と
日
蓮
宗
誹
謗

の
記
述
を
取
り
上
げ
、「
是
レ
大
ナ
ル
妄
説
ナ
リ
」
と
し
、
さ
ら
に
、

我
レ
其
比
ノ
沙
汰
ヲ
東
武
ノ
人
ニ
問
ニ
、
浄
土
宗
ノ
僧
侶
何
ト
ナ
ク
日
蓮

宗
ノ
流
布
セ
ル
ヲ
見
テ
怨
嫉
ノ
心
ヲ
生
ジ
、
ヤ
ウ
ヤ
ウ
先
年
天
台
宗
に
帰

セ
シ
舜
統
院
（
筆
者
注
・
真
迢
）
ガ
作
ノ
禁
断
義
ノ
抜
書
ヲ
ト
リ
ハ
ヤ
シ
、

談
義
ヲ
執
行
シ
、
日
蓮
宗
ヲ
誹
リノゝ
シシ

ル
。
是
ニ
依
テ
聴
聞
ノ
道
俗
男
女

群
ヲ
ナ
シ
、
或
ハ
誹
謗
シ
、
或
ハ
信
毀
交
ナ
リ
シ
ガ
、
浄
土
宗
ノ
真
俗
ノ

中
ニ
謀
計
ノ
者
ア
リ
テ
、
マ
ネ
テ
（
筆
者
注
・
日
蓮
宗
信
徒
が
）
数
珠
キ

ル
程テイ
ナ
ド
コ
シ
ラ
ヘ
、
念
珠
ヲ
多
ク
積
ミ
重
テ
聴
聞
ノ
衆
ヲ
驚
カ
セ
ン
ト

見
ヘ
タ
リ
。

と
し
て
お
り
、
反
論
す
る
側
も
「
禁
断
義
（
序
文
で
は
禁
義
）」
と
い
う
言
葉
を

用
い
て
い
る
こ
と
と
、
宝
永
四
年
頃
の
江
戸
に
お
け
る
浄
土
宗
側
の
日
蓮
宗
攻

撃
の
様
子
や
そ
の
盛
り
上
が
り
ぶ
り
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
日
蓮
党
が
数
珠

を
切
る
姿
は
こ
こ
で
も
鍵
に
な
っ
て
い
る
）。
文
中
の「
禁
断
義
ノ
抜
書
ヲ
ト
リ

ハ
ヤ
シ
、
談
義
ヲ
執
行
シ
、
日
蓮
宗
ヲ
誹
リ

ル
。
是
ニ
依
テ
聴
聞
ノ
道
俗
男

女
群
ヲ
ナ
」す
と
い
う
状
況
が
、
ま
さ
に
玉
置
次
郎
兵
衛
や
万
屋
清
兵
衛
に『
禁

断
日
蓮
義
』・『
禁
断
日
蓮
義
抜
書
』の
刊
行
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、

諸
々
の
騒
動
が
『
禁
断
日
蓮
義
』
と
い
う
書
物
の
象
徴
性
に
収
斂
し
て
い
く
様

子
が
窺
え
る
。

『
閑
邪
陳
善
記
』の
刊
行
さ
れ
た
宝
永
六
年
に
は
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
浄

土
僧
了
海
の
京
都
に
お
け
る
活
動
も
開
始
さ
れ
、
江
戸
に
お
け
る
宝
永
四
年
前

半
の
「
活
況
」
が
上
方
に
移
っ
て
き
た
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
く
。『
傾
城
禁

短
気
』
が
構
想
さ
れ
て
い
る
ま
さ
に
そ
の
時
期
に
、「
禁
断
義
」
的
騒
擾
は
京
都

に
「
飛
び
火
」
し
て
激
し
さ
を
増
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
談
義
僧
了
海
と
活
動
の
概
略
に
つ
い
て

こ
う
し
た
状
況
の
下
、
上
方
に
お
い
て
日
蓮
宗
論
難
の
中
心
人
物
と
し
て
浮

上
し
て
く
る
の
が
浄
土
僧
了
海
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
宝
永
六
年
に
は
京
都
に

姿
を
現
わ
し
、
以
後
宝
永
か
ら
享
保
に
か
け
て
京
・
大
坂
を
中
心
に
激
し
い
活

動
を
繰
り
広
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
は
『
国
書
人
名
辞
典
』
か
ら
「
了
海
」
の
項
目
を
引
用
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す
る
。

（

）

一
〇

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
紀
要
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僧
侶
（
浄
土
）

〔
生
没
〕
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
生
、
享
保
四
年
（
一

七
一
九
）
一
月
二
日
没
。
五
十
七
歳
。
墓
、
山
城
広
沢
池
東
山
越
、
ま
た

大
阪
阿
弥
陀
池
和
光
寺
。〔
名
号
〕
法
諱
、
了
海
。
字
、
単
阿
。
法
名
、
照

蓮
社
遍
誉
、
遍
誉
と
も
。〔
経
歴
〕
武
蔵
の
人
。
春
了
上
人
を
師
と
し
、
九

歳
の
時
小
石
川
伝
通
院
に
入
り
、
の
ち
芝
増
上
寺
に
移
る
。
山
城
紫
竹
光

念
教
寺
に
住
し
、
大
阪
和
光
寺
で
布
教
、
本
堂
建
立
の
た
め
勧
進
し
、
妙

蓮
庵
を
中
興
し
た
。日
蓮
を
攻
撃
し
た
談
義
説
法
を
大
阪
・
京
都
で
行
な
っ

て
名
を
馳
せ
、
施
米
を
し
て
人
々
を
救
済
し
た
。

〔
著
作
〕
摧

再
難
条
目
鈔

正
徳
二
刊

紫
竹
書
翰
往
復

宝
永
六

刊

垂
示
難
波
語
録

了
海
は
、
正
徳
以
降
の
大
坂
で
の
激
し
い
日
蓮
宗
誹
謗
と
、
そ
れ
と
は
対
照

的
に
も
思
わ
れ
る
施
米
活
動
・
廃
寺
の
復
興
な
ど
で
広
く
知
ら
れ
た
。『
鸚
鵡
籠

中
記
』
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
九
月
の
条
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に
は
、

◯
大
坂
に
て
浄
土
僧
了
海
、
大
に
日

連
（ママ）

党
を
論
破
す
。「
再
難
摧

抄
」

（
二
冊
）。「
大
坂
談
義
咄
」（
一
冊
）。「
難
波
垂
示
語
録
」な
ん
ど
と
云

書
板
行
す
。
大
坂
に
而
了
海
談
義
を
譏
り
返
へ
せ
し
久
本
寺
、
不
思
議

に
火
事
に
遭
。
難
波
屋
吉
左
衛
門
も
、
了
海
に
一
つ
か
み
に
あ
ひ
、
其

上
不
届
の

に
て
追
放
せ
ら
れ
候
由
。

以
下
略

と
あ
り
、
了
海
の
影
響
で
子
ど
も
た
ち
が
日
蓮
僧
を
は
や
し
立
て
な
が
ら
嫌
が

ら
せ
を
す
る
こ
と
、
そ
の
は
や
し
歌
が
名
古
屋
方
面
ま
で
広
ま
っ
て
き
た
こ
と

を
記
し
て
い
る
。
他
に
も
、
紀
海
音『
小
野
小
町
都
年
玉
』（
正
徳
三
、
四
年
頃

上
演
か
）、
加
賀
掾
正
本『
三
井
寺
不
動
明
王
豊
年
護
摩
』（
正
徳
五
年
春
上
演
）、

近
松
門
左
衛
門
『
心
中
宵
庚
申
』（
享
保
七
年
上
演
）、
紀
海
音
『
傾
城
無
間
鐘
』

（
享
保
八
年
上
演
）
な
ど
の
浄
瑠
璃
に
そ
の
名
前
が
見
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ら
れ
、
存
命
中
・
没
後

に
か
か
わ
ら
ず
そ
の
名
前
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
も
に
、
談
義
僧
と
し
て
の
人

気
ぶ
り
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
日
蓮
宗
誹
謗
の
激
し
さ
は
、
後
年
、

馬
場
文
耕
『
当
世
武
野
俗
談
』
に
「
彼
了
海
坊
は
、
法
義
の
節
は
、
講
座
の
上

へ
日
蓮
な
り
と
て
人
形
を
上
、
引
下
し
、
是
め
が
〳
〵
と
悪
口
し
、
さ
ん
〴
〵

に
打
擲
し
、
我
慢
の
悪
僧
な
り
。
故
に
命
終
る
節
は
、
其
骸
六
畳
敷
一
は
い
に
、

頭
は
八
ツ
に
腫
れ
た
り
と
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か
や
」
と
書
か
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

一
方
、
大
坂
以
前
、
江
戸
在
住
時
か
ら
京
都
移
住
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
辞
書
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
九
歳
で
小
石
川
伝

通
院
に
入
り
、
増
上
寺
を
経
て
京
都
に
移
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
を
も
う

少
し
詳
し
く
、
古
く
由
井
喜
太
郎
氏
が
「
阿
彌
陀
池
和
光
寺
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梗
概
」
で
紹
介
し

た
、
大
阪
妙
蓮
庵
の
石
碑
（
Ａ
）、
お
よ
び
、
広
沢
池
東
山
越
の
墓
石
（
Ｂ
）
の

碑
文
に
触
れ
て
お
く
。

（
Ａ
）
上
人
諱
了
海
字
単
阿
号
照
蓮
社
。
武
州
人
幼
而
奇
偉
。
師
正
法
了

公
。
九
歳
籍
量
山
無
何
移
縁
山
。
十
五
受
円
戒
積
学
超
倫
。
乃
拝

章
服
称
上
人
。
前
大
僧
正
澄
公
命
管
事
。
数
年
後
游
洛
喩
導
為
任

多
修
寺
院
。
於
是
上
皇
賜
御
衣
太
后
賜
伽

名
声
藉
甚
。（
以
下
大

坂
で
の
活
動
故
省
略
）

（
Ｂ
）
単
阿
了
海
武
陵
酋
族
。
幼
齢
師
事
州
之
正
法
春
了
上
人
。

受

戒
。
止
錫
縁

学
臘
倶
長
宗

領
。
貫
主
証
誉
前
大
僧
正
命
令

掌
柄
一
山
衆
務
。
宝
永
丁
亥
一
旦
退
会
、
周
遊
洛
摂
。
説
道
摧
邪
。

（

）

一
一

禁
断
義
か
ら
禁
短
気
へ



（
以
下
略
・
傍
線
筆
者
）

Ａ
）（
Ｂ
）
を
併
せ
て
見
る
と
、
九
歳
で
伝
通
院
に
入
っ
た
後
、
増
上
寺
第

三
十
四
世
証
誉
大
僧
正
の
在
住
時
に
は
既
に
了
海
も
増
上
寺
に
い
た
こ
と
に
な

る
。
証
誉
の
貫
主
時
代
は
、『
三
縁
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山
志
』に
よ
れ
ば
元
禄
十
三
年﹇
一
七
〇
〇
﹈

七
月
十
日
〜
宝
永
元
年
﹇
一
七
〇
四
﹈
十
一
月
二
十
七
日
で
、
そ
の
間
に
一
山

の
衆
務
を
掌
柄
す
る
よ
う
命
令
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
職
務
内
容

や
与
え
ら
れ
た
地
位
の
詳
細
は
わ
か
ら
ず
、
弟
子
に
よ
る
墓
碑
で
あ
る
こ
と
を

考
え
る
と
や
や
大
げ
さ
に
書
か
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
問
題
は
（
Ｂ
）
に

傍
線
を
付
し
た
宝
永
丁
亥
す
な
わ
ち
宝
永
四
年
の
「
一
旦
退
会
」
で
あ
る
。
実

は
江
戸
で
の
宗
論
騒
動
が
一
旦
収
束
し
た
直
後
の
七
月
二
十
五
日
、
増
上
寺
の

所
化
が
条
目
へ
の
違
反
行
為
に
よ
り
追
放
や
閉
門
の
処
罰
を
受
け
る
事
件
が
起

き
て
い
る
。『
柳
営
日
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次
記
』
で
は
「
条
約
違
背
」
と
し
か
記
さ
な
い
が
、『
鸚

鵡
籠
中
記
』
七
月
十
二
日
の
項
で
は
、
麹
町
長
福
寺
の
後
住
を
め
ぐ
っ
て
、
増

上
寺
学
僧
の
う
ち
「
一
文
字
席
」
と
「
扇
の
間
席
」
で
争
い
が
起
こ
り
、
無
用

の
徒
党
を
結
び
上
役
の
下
知
に
従
わ
な
か
っ
た
咎
で
処
罰
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
了
海
も
一
文
字
席
「
廿
六
人
目
」
と
い
う
地
位
か
ら
、
十
里
四
方

追
放
の
御
仕
置
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。『
柳
営
日
次
記
』に
記
録

さ
れ
る
ほ
ど
の
事
件
で
あ
り
、「
一
旦
退
会
」と
い
う
書
き
方
は
穏
当
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
そ
の
後
宝
永
五
・
六
年
中
に
京
都
に
移
り
、
そ
こ
で
談
義
の
場
を
設

け
た
こ
と
に
な
る
。
上
方
で
の
激
し
い
日
蓮
宗
論
難
ぶ
り
を
考
え
る
と
、
あ
る

い
は
そ
う
し
た
「
条
約
違
背
」
の
み
な
ら
ず
、
既
に
江
戸
で
も
同
様
の
誹
謗
を

行
な
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
も
処
罰
に
関
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
で
、

（
Ａ
）
に
あ
る
よ
う
に
、
談
義
を
行
な
う
だ
け
で
は
な
く
寺
院
の
修
理
に
貢
献

す
る
な
ど
、
後
の
大
坂
で
の
活
動
に
通
じ
る
も
の
も
見
ら
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れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ

て
上
皇
や
皇
太
后
か
ら
衣
や
僧
伽
梨
を
賜
り
名
声
を
博
し
た
と
い
う
こ
と
の
信

憑
性
は
定
か
で
は
な
い
が
、
談
義
で
の
活
動
と
併
せ
て
知
名
度
を
高
め
て
い
っ

た
様
子
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

（
３
）
了
海
の
京
都
に
お
け
る
談
義
活
動
と
日
蓮
宗
側
の
論
難

で
は
そ
の
了
海
が
京
都
移
住
後
、
ど
の
よ
う
な
談
義
活
動
を
お
こ
な
い
日
蓮

宗
側
と
わ
た
り
あ
っ
た
の
か
、
具
体
的
な
様
子
を
み
て
い
く
。
現
在
わ
か
る
の

は
宝
永
六
年
、
す
な
わ
ち
増
上
寺
を
追
放
さ
れ
た
二
年
後
に
は
、
京
の
北
部
に

あ
る
紫
竹
の
光
念
教
寺
に
住
し
て
講
談
を
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
了
海
に
論
戦
を
挑
ん
だ
の
が
、
当
時
紫
竹
近
く
の
常
照
寺
で
鷹
峯
檀
林
の
能

化
で
あ
っ
た
日
蓮
僧
の
日
達
で

28
）

あ
る
。
双
方
や
り
と
り
を
す
る
中
で
、
日
達

↓

了
海
の
二
度
目
の
論
難
（
質
問
）
が
『
再
難
条
目
』（
宝
永
六
年
刊
）
と
し
て
出

板
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ

29
）

る
が
、
こ
の
間
の
や
り
と
り
を
纏
め

た
『
紫
竹
書
翰

30
）

往
復
』（
宝
永
六
年
刊
）
に
『
再
難
条
目
』
の
序
・
跋
が
収
め
ら

れ
て
お
り
、
論
難
に
至
っ
た
契
機
を
、
日
達
側
の
視
点
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

是
年
こ
と
し

己
丑
之
秋
八
月
十
二
日
、
同
侶
一
両
輩
洛
陽
よ
り
歩
し
て
、
将
に
鷹

峯
に
帰
ら
ん
と
し
、
紫
竹
の
辺
を
過
る
の
節
、
路
傍
の
精
舎
に
お
ゐ
て
講

談
あ
り
。
し
ば
ら
く
ち
ちう

た
ち
や
す
ら
い

し
て
こ
れ
を
き
く
。
自
賛

に
惑
耳
し
、
毀
他
に
驚
心
す
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
所
引
の
経
論
等
詳
に

（

）
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こ
れ
を
考
る
に
、
は
な
は
だ
差し
降がう

た
が
い
た
が
ふ

お
ほ
し
。
学
者
あ

に
可
否
を
弁
へ
ざ
ら
ん
や
。
故
に
疑
難
を
一
紙
に
し
た
ゝ
め
、
ひ
そ
か
に

講
者
の
案
下

つ
く
え
の
も
と

に
呈
れ
は
、
数
日
を
へ
て
返
翰
を
寄
ら

る
。
披
閲
す
る
に
、
義
勢
ま
た
齟
齬
を
成
じ
、
疑
氷
猶
い
ま
だ
解
ず
、
不

審
前
問
に
倍
せ
り
。
仍
て
重
難
を
加
へ
、
再
答
を
乞
の
み
。
患
ふ
る
所
は
、

素
性
不
敏
に
し
て
、
識
見
狭
少
な
る
こ
と
を
。
唯
経
論
の
正
義
に
依
て
、

私
す
る
こ
と
な
か
れ
云
尓
しかいふ

。（

内
左
側
傍
訓
）

と
あ
り
、
京
市
中
か
ら
同
じ
常
照
寺
の
僧
と
帰
る
途
中
、
紫
竹
（
光
念
教
寺
）

で
談
義
す
る
了
海
の
話
を
聞
き
、
経
論
理
解
の
怪
し
さ
の
み
な
ら
ず
、「
自
賛
」

「
毀
他
」
す
な
わ
ち
浄
土
宗
を
讃
え
、
他
宗
（
日
蓮
宗
）
を
誹
る
様
子
に
疑
問
・

非
難
を
突
き
つ
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
了
海
は
返
答
し
た
よ

う
で
あ
る
が
、
日
達
は
納
得
せ
ず
、「
重
難
を
加
へ
、
再
答
を
乞
」う
こ
と
と
し

た
。
こ
れ
が
『
再
難
条
目
』
と
し
て
纏
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
了
海
も
た
だ

ち
に
こ
の
再
難
に
対
し
て
反
駁
を
加
え
、『
摧

再
難
条

31
）

目
鈔
』と
し
て
宝
永
八

年
三
月
に
京
・
冨
山
伊
兵
衛
よ
り
刊
行
す
る
。
そ
し
て
こ
の
『
摧

再
難
条
目

鈔
』
序
文
で
は
、
こ
の
あ
た
り
の
事
情
が
さ
ら
に
詳
し
く
（
そ
し
て
了
海
の
立

場
か
ら
）
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
京
の
市
中
で
『
再
難
条
目
』
を
目

に
し
た
了
海
が
、
自
分
の
回
答
を
貶
む
内
容
に
慨
嘆
し
、
友
人
に
「
此
は
法
の

た
め
に
喪
身
失
命
を
避
ざ
る
の
類
に
あ
ら
ず
。
血
気
の
党
な
り
。
豈
昧
者
と
群

を
同
じ
く
し
て
、
皎
々
の
法
道
を
論
ぜ
ん
や
」
と
言
い
つ
つ
も
、
友
人
に
そ
そ

の
か
さ
れ
る
と
「
将
に
彼
邪
輪
を
摧

し
て
、
終
に
上
下
巻
を
為
」
る
の
で
あ

る
が
、
最
後
に
は
「
嗚
呼
、
予
豈
弁
を
好
ま
ん
や
。
已
む
こ
と
を
得
ざ
れ
ば
也
」

と
論
戦
を
好
ま
な
い
ポ
ー
ズ
を
示
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
内
容
か
ら
は
江

戸
で
の
「
自
讃
毀
他
」
を
想
像
さ
せ
る
激
し
さ
が
垣
間
見
え
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

日
蓮
宗
鷹
峯
檀
林
に
お
け
る
俊
英
の
能
化
日
達
と
、「
い
わ
く
つ
き
」の
浄
土

僧
了
海
に
よ
る
論
戦
は
、
数
年
前
の
江
戸
に
お
け
る
過
熱
し
た
誹
謗
合
戦
を
彷

彿
と
さ
せ
、
人
々
の
興
味
関
心
を
惹
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
禁
断
義
」

再
燃
の
頃
の
江
戸
の
状
況
を
知
り
、
同
時
期
に
増
上
寺
を
追
放
さ
れ
京
に
上
っ

て
き
た
男
が
絡
ん
で
い
る
と
な
る
と
、
娯
楽
と
し
て
の
談
義
へ
の
注
目
は
よ
り

大
き
な
も
の
に
な
る
。
対
す
る
日
達
も
、
浄
土
宗
の
了
海
の
み
な
ら
ず
真
宗
の

性
均
や
華
厳
の
鳳
潭
を
論
駁
し
、
さ
ら
に
『
神
仏
冥
応
論
』（
享
保
五
年
﹇
一
七

二
〇
﹈
刊
）
で
は
林
羅
山
に
も
批
判
の
矛
先
を
向
け
る
な
ど
、
非
常
に
好
戦
的

な
僧
侶
で

32
）

あ
る
。
鷹
峯
、
就
中
が
常
照
寺
が
本
阿
弥
家
ゆ
か
り
の
寺
で
あ
る
こ

と
や
、
名
妓
吉
野
の
墓
所
の
あ
る
こ
と
な
ど
諸
々
の
副
次
的
な
状
況
も
、
浄
土
・

日
蓮
両
党
の
興
奮
を
か
き
立
て
る
こ
と
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。

（
４
）『
傾
城
禁
短
気
』
の
構
想
と
書
名
へ
の
拘
泥

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
『
傾
城
禁
短
気
』
は
構
想
を
深
め
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
た
だ
し
、
そ
の
出
板
は
遅
滞
に
次
ぐ
遅
滞
を
重
ね
て
お
り
、
そ
の
経
緯

に
つ
い
て
は
先
述
野
間
氏
解
説
お
よ
び
長
谷
川
強
氏
『
浮
世
草
子
の
研
究
』
に

詳
述
・
分
析
さ
れ
て

33
）

い
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
に
基
づ
き
略
述
し
な
が
ら
、
出

板
ま
で
の
流
れ
を
追
う
こ
と
と
す
る
。

最
初
に
『
傾
城
禁
短
気
』
近
刊
が
予
告
さ
れ
た
の
は
先
に
少
し
触
れ
た
よ
う

（

）
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に
、『
風
流
三
国
志
』
刊
行
の
翌
月
、
宝
永
五
年
﹇
一
七
〇
八
﹈
閏
正
月
、
八
文

字
屋
刊
の
役
者
評
判
記
『
役
者
稽
古
三
味
線
』
江
戸
之
巻
奥

34
）

付
で
、

ニ

男
色
破は
邪じや
顕けん
正しやう記き

色
道
大
全

傾けい
城せい
禁きん
短たん
気き

付
リ

女
色
法ほう
談だん
之
抜ぬき
書がき

全
部
五
巻

と
題
名
を
掲
げ
、
そ
の
後
に
五
巻
分
の
目
録
を
示
し
た
上
で
、「
右
は
浮
世
和
尚

の
説
法
ニ
珍
敷
引
事
共
御
座
候
間
、御
聴
聞
被
遊
、御
評
判
宜
敷
御
心
信
（ママ）

の
方
々

此
本
ニ
御
縁
を
御
結
可
被
下
候
」と
し
、
翌
二
月
の
出
来
を
う
た
っ
て
い
る
。
男

色
の
論
難
に
『
禁
断
日
蓮
義
』
の
著
者
真
迢
に
よ
る
日
蓮
宗
論
難
の
『
破
邪
顕

正
記
』
を
あ
て
が
う
こ
と
で
男
色＝

日
蓮
宗
誹
謗
の
趣
向
を
取
り
入
れ
て
い
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
女
色
に
「
抜
書
」
を
付
す
の
は
、
提
携
先
の

万
屋
が
出
板
し
た
『
禁
断
日
蓮
義
抜
書
』
を
意
識
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず

れ
に
し
て
も
出
板
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。『
風
流
三
国
志
』に
先
ん
じ
ら
れ
た
こ

と
が
出
板
を
た
め
ら
わ
せ
た
の
か
、
あ
る
い
は
『
風
流
三
国
志
』
の
趣
向
を
見

て
、
完
成
に
至
ら
な
い
な
が
ら
も
『
破
邪
顕
正
記
』・『
禁
断
日
蓮
義
』
的
な
世

界
を
全
編
に
わ
た
っ
て
好
色
化
し
た
、
大
き
な
構
想
の
作
品
の
刊
行
予
定
を
突

き
つ
け
て
お
き
た
か
っ
た
の
か
、
そ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
想
像
す
る

し
か
な
い
。

以
後
数
度
に
わ
た
っ
て
八
文
字
屋
は
刊
行
予
告
と
遅
延
の
言
い
訳
を
繰
り
返

し
、
刊
行
直
前
の
宝
永
八
年
二
月
刊
『
色
ひ
い
な
形
』
に
付
さ
れ
た
近
刊
予
告

に
お
い
て
初
め
て
五
巻
か
ら
六
巻
へ
の
変
更
が
告
げ
ら
れ
、
そ
の
二
ヶ
月
後
の

宝
永
八
年
四
月
に
よ
う
や
く
出
板
さ
れ
た
。
最
初
の
近
刊
予
告
か
ら
三
年
余
を

経
て
お
り
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
八
文
字
屋
と
其
磧
の
関
係
の
悪
化
な
ど
既

に
考
証
が
備
わ
り
、
ま
た
、
元
来
『
傾
城
禁
短
気
』
に
用
い
ら
れ
る
予
定
の
素

材
が
、
こ
の
三
年
刊
の
間
に
書
か
れ
た
他
の
作
品
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

指
摘
さ
れ
て

35
）

い
る
。
た
だ
し
、
作
品
の
大
枠
に
つ
い
て
巻
数
が
増
え
た
こ
と
以

外
に
当
初
案
か
ら
大
き
な
変
化
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、「『
役
者
稽
古

三
味
線
』
以
下
に
掲
出
の
小
外
題
は
、
ほ
ぼ
刊
本
の
そ
れ
と
一
致
し
て
居
り
、

た
だ
巻
数
の
増
加
に
伴
っ
て
、
順
序
が
多
少
違
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
」
と
し

て
、
予
告
の
小
外
題
と
刊
本
の
対
応
関
係
が
指
摘
さ
れ
て

36
）

い
る
。
で
は
そ
の
中

身
は
ど
の
程
度
、
近
刊
予
告
で
う
た
わ
れ
続
け
た
「
禁
断
義
」
的
性
格
を
反
映

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

巻
一
で
は
、翫
色
居
士
に
よ
る
女
色
優
位
の
四
話
が
語
ら
れ
る
。「
一
枚
起
請
」

「
一
遍
上
人
」「
下
（
恵
）
心
僧
都
」
他
、
も
っ
と
も
ら
し
い
仏
語
・
仏
典
の
も

じ
り
を
交
え
な
が
ら
女
道
門
の
あ
り
が
た
さ
を
説
き
、
そ
れ
を
受
け
て
巻
二
で

は
、
て
れ
ん
上
人
・
日
尻
・
道
頓
ら
男
色
門
と
翫
色
居
士
ら
が
野
傾
論
を
闘
わ

せ
、
女
色
門
の
勝
利
と
な
る
。
巻
二
の
一
で
「
野
傾
の
両
宗
安
土
論
」
と
し
た

こ
と
は
、『
禁
断
日
蓮
義
』
的
素
材
で
あ
り
、
文
中
「
改
宗
」
を
「
が
い
し
う
」

と
読
ま
せ
る
の
も
『
増
上
縁
談
議
咄
』
な
ど
と
同
一
で
あ
る
。
そ
の
後
も
巻
三

で
は
白
人
・
巾
着
を
取
り
上
げ
、
女
色
の
中
で
も
三
都
の
遊
廓
を
本
寺
に
、
白

人
ら
を
末
寺
に
見
立
て
、
そ
の
混
乱
を
描
写
す
る
の
は
、
浄
土
宗
に
お
け
る
本

寺
末
寺
の
争
い
を
う
か
が
わ
せ
、
ま
た
、
巻
四
の
一
「
吉
原
寺
四
十
八
夜
の
夜

見
世
談
義
」
は
、『
増
上
縁
談
議
咄
』
と
共
通
す
る
江
戸
の
浄
土
宗
僧
侶
に
よ
る

四
十
八
夜
講
談
と
い
う
素
材
を
思
わ
せ
る
が
、
全
体
に
『
禁
断
日
蓮
義
』
に
見

（

）
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ら
れ
る
論
難
の
利
用
や
攻
撃
的
色
彩
は
弱
く
、
談
義
の
様
子
や
仏
語
、
浄
土
宗

関
連
の
文
言
を
う
ま
く
色
道
論
と
一
体
化
さ
せ
な
が
ら
、
ま
さ
に
角
書
の
「
色

道
大
全
」
と
し
て
の
要
素
が
、

代
表
的
な
三
廓
島
原
・
吉
原
・
新
町
に
撞
木
町
・
柴
屋
町
の
女
郎
、
白
人
・

茶
屋
者
そ
の
他
の
私
娼
と
私
娼
ま
が
ひ
の
女
色
を
取
上
げ
、
風
俗
・
遊
び

の
諸
相
を
描
き
、
廓
に
関
し
て
は
女
郎
側
か
ら
の
手
管
・
駆
引
、
客
側
の

遊
び
の
秘
訣
か
ら
太
鼓
持
の
心
得
に
い
た
り
、
一
方
男
色
も
色
論
中
の
引

例
に
野
郎
風
俗
・
気
質
、
野
郎
遊
び
の
諸
相
を
述
べ
る
と
い
ふ
諸
売
色
者

集
成
、
遊
興
論
集
成
の
体
を
取
る
事
よ
り

37
）

来
る

形
で
完
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
長
谷
川
氏
の
説
く
よ
う
に
、『
風
流

曲
三
味
線
』
刊
行
の
広
告
に
記
さ
れ
た
「
諸
色
大
全
」
以
来
の
構
想
が
こ
こ
に

完
結
を
見
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
一
つ
の
到
達
な
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
広
告
の
大
外
題
に
付
さ
れ
た
「
女
色
法
談
之
抜
書
」
は
と
も
か
く
、

「
禁
短
（
断
）
義
」「
破
邪
顕
正
記
」
的
な
要
素
は
そ
も
そ
も
構
想
当
初
か
ら
希

薄
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
女
色
（
浄
土
宗
）
に
よ
る
男
色
（
日

蓮
宗
）誹
謗
だ
け
で
一
書
を
構
成
す
る
の
は
単
調
に
堕
す
る
こ
と
自
明
で
あ
り
、

作
品
と
し
て
は
当
然
の
構
成
と
い
え
る
も
の
の
、
書
名
の
標
榜
す
る
と
こ
ろ
と

は
ズ
レ
を
生
じ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
上
で
、
あ
く
ま
で
も
「
禁
断
義
」
を
も
じ
っ
た
「
禁
短
気
」
と
い
う
書

名
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
こ
の
三
年
の
間
に
は

宝
永
七
年
正
月
に
、『
風
流
三
国
志
』
を
改
題
し
目
録
を
改
編
す
る
形
で
『
け
い

せ
い
禁
談
義
』
な
る
本
が
菊
屋
七
郎
兵
衛
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い

て
は
長
谷
川
氏
の
考
証
が
備
わ
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る
が
、
数
度
に
わ
た
る
『
傾
城
禁
短
気
』
刊
行

予
告
を
参
考
に
、『
風
流
三
国
志
』各
章
の
内
容
と
は
無
関
係
な
目
録
を
で
っ
ち

あ
げ
、
全
体
的
に
談
義
や
仏
教
的
世
界
を
好
色
に
や
つ
し
た
体
で
ま
と
め
て
い

る
。
書
名
が
『
傾
城
禁
短
気
』
の
横
取
り
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

対
す
る
八
文
字
屋
も
同
年
三
月
刊
行
の
役
者
評
判
記
『
役
者
謀
火
燵
』
京
の
巻

末
尾
に
付
し
た
『
傾
城
禁
短
気
』
近
刊
広
告
（
こ
の
時
も
結
局
出
板
は
さ
れ
な

か
っ
た
が
）
の
直
前
に
、

▲
扨
皆
様
江
お
断
を
申
上
ま
す
る

此
比
外
よ
り
此
方
か
ん
ば
ん
の
似
せ
本
共
を
出
し
申
候
間
、
所
名
書
を
御

ぎ
ん
み
な
さ
れ
、
御
も
と
め
可
被
下
候
。
扨
禁きん
短だん
気き
来
ル
四
月
十
一
日
よ
り

本
出
シ
候
間
、
此
所
ニ
書
印

39
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申
候
。

と
、
や
や
悪
辣
な
菊
屋
の
出
板
を
牽
制
・
批
判
し
て
い
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る
が
、
書
名
に
つ
い
て

は
譲
る
こ
と
な
く
一
貫
し
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
実
際
に
出
板
さ
れ

た
『
傾
城
禁
短
気
』
の
内
容
か
ら
は
必
ず
し
も
「
禁
断
義
」
を
も
じ
る
必
要
が

感
じ
ら
れ
な
い
中
で
、『
禁
断
日
蓮
義
』に
象
徴
さ
れ
る
日
蓮
宗
論
難
の
世
界
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
よ
う
な
書
名
を
掲
げ
続
け
た
背
景
、
そ
こ
に
は
先
述
の
よ
う

な
『
増
上
縁
談
議
咄
』
に
対
す
る
日
題
『
閑
邪
陳
善
記
』
の
反
論
、
そ
れ
と
同

時
期
に
巻
き
起
こ
っ
た
了
海
と
日
達
の
論
争
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
出
板
の
応
酬

な
ど
が
あ
り
（
そ
し
て
恐
ら
く
は
そ
の
周
辺
に
数
多
く
の
談
義
合
戦
と
い
う
名

の
誹
謗
合
戦
も
あ
り
）、
そ
の
盛
り
上
が
り
を
あ
る
種
の
「
保
険
」
と
し
て
、
書

名
に
「
禁
断
義
」
の
も
じ
り
を
置
き
続
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
い
う

よ
り
も
、
出
板
延
引
を
重
ね
る
う
ち
に
周
辺
の
状
況
が
『
傾
城
禁
短
気
』
と
い

（

）

一
五

禁
断
義
か
ら
禁
短
気
へ



う
書
名
の
商
品
価
値
を
高
め
て
く
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
加

え
て
先
述
の
よ
う
に
、構
想
の
当
初
に
お
い
て
万
屋
か
ら
の
情
報
提
供
が
あ
り
、

一
風
よ
り
も
先
に
こ
の
一
連
の
騒
動
の
趣
向
化
を
目
論
ん
で
い
た
と
い
う
可
能

性
も
考
え
ら
れ
、
そ
う
し
た
自
負
心
も
ま
た
書
名
へ
の
こ
だ
わ
り
に
つ
な
が
っ

た
、
と
い
う
の
は
さ
ら
に
想
像
が
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

了
海
の
京
都
移
住
が
さ
ら
な
る
「
飛
び
火
」
と
な
っ
て
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
、
宝
永
六
年
か
ら
八
年
に
か
け
て
の
京
都
で
の
浄
土
・
日
蓮
両

宗
の
論
難
合
戦
が
、『
け
い
せ
い
禁
談
義
』『
傾
城
禁
短
気
』
と
い
う
二
書
刊
行

を
促
し
た
一
つ
の
要
因
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

三

お
わ
り
に

宝
永
四
年
の
江
戸
に
お
け
る
浄
土
僧
の
日
蓮
宗
攻
撃
と
幕
府
に
よ
る
処
罰
と

い
う
騒
動
が
、『
風
流
三
国
志
』に
趣
向
化
さ
れ
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
、
ま
た
同
時
期
に
江
戸
を
追
放
さ
れ
た
了
海
が
京
都
に
移
る

こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
京
都
で
の
両
宗
の
論
難
合
戦
が
『
傾
城
禁
短
気
』
と
い

う
書
名
へ
の
こ
だ
わ
り
の
一
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
以
上

二
点
が
本
稿
の
主
張
で
あ
る
。
取
り
上
げ
た
書
物
類
は
数
量
的
に
も
わ
ず
か
な

点
と
点
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
無
理
矢
理
線
で
結
び
つ
け
た
考
察
と
な
っ
た
が
、

そ
う
し
た
他
宗
論
難
の
書
物
の
周
辺
に
は
数
多
く
の
攻
撃
的
な
談
義
の
場
が
設

け
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、『
風
流
三
国
志
』『
け
い

せ
い
禁
談
義
』『
傾
城
禁
短
気
』を
取
り
巻
い
て
い
た
雰
囲
気
に
つ
い
て
は
さ
ほ

ど
妄
想
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

好
色
物
浮
世
草
子
と
い
う
観
点
か
ら
は
、『
傾
城
禁
短
気
』
の
刊
行
に
よ
り

「「
禁
短
気
」に
お
け
る
集
大
成
後
は
再
び
そ
の
水
準
を
抜
く
好
色
物
は
生
れ
る

筈
は
な
か
つ
た
」
の
で
あ
り
、
浮
世
草
子
全
体
も
時
代
物
へ
の
傾
斜
や
気
質
物

の
創
出
を
み
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
方
で
、『
傾
城
禁
短
気
』構
想
の
背
景
と

し
た
浄
土
・
日
蓮
両
宗
の
論
難
合
戦
は
、
主
戦
場
と
し
て
京
都
か
ら
大
坂
を
巻

き
込
み
つ
つ
正
徳
の
活
況
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

『
傾
城
禁
短
気
』
刊
行
の
翌
正
徳
二
年
﹇
一
七
一
二
﹈
八
月
に
は
、
大
坂
生
玉

馬
場
先
の
東
大
寺
勧
進
所
で
談
義
を
始
め
て
い
た
了
海
が
難
波
屋
吉
右
衛
門
等

を
説
き
伏
せ
る
と
い
う
内
容
の
『
了
海
上
人
垂
示
語
録
』
が
、『
摧

再
難
条
目

鈔
』
と
同
じ
京
・
冨
山
伊
兵
衛
か
ら
出
板
さ
れ
る
。
同
じ
八
月
に
は
『
増
上
縁

談
議
咄
』
三
巻
五
冊
を
三
巻
三
冊
に
改
装
、
内
題
等
を
改
め
る
形
で
『
新
撰
禁

談
議
（
義
）』
と
し
て
「
難
波
書
林
」
か
ら
刊
行
さ
れ
て
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い
る
。「
禁
談
義
」
で

あ
る
こ
と
を
書
名
に
標
榜
し
、
大
坂
に
商
機
を
見
出
そ
う
と
す
る
匿
名
書
肆
の

素
早
い
行
動
で
あ
る
。
同
年
に
『
摧

再
難
条
目
鈔
』
が
仮
名
書
の
形
で
冨
山

伊
兵
衛
か
ら
が
出
板
さ
れ
た
の
も
、
了
海
の
大
坂
で
の
活
発
な
活
動
に
便
乗
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
、
か
つ
て
『
増
上
縁
談
議
咄
』
に

噛
み
付
い
た
日
題
が
今
度
は『
摧

再
難
条
目
鈔
』に
反
駁
し
、『
断
邪
顕
正
論
』

を
同
年
十
一
月
に
京
・
栗
山
宇
兵
衛
か
ら
上
梓
す
る
。
こ
の
時
八
十
歳
に
し
て

斯
界
の
長
老
と
も
い
う
べ
き
存
在
で
、
既
に
延
宝
五
年
﹇
一
六
七
七
﹈
刊
の
『
中

正
論
』、
元
禄
十
三
年
﹇
一
七
〇
〇
﹈
刊
の
『
中
正
論
或
問
』
に
よ
っ
て
真
迢
の

著
作
へ
の
反
駁
を
一
旦
終
え
て
い
た
日
題
に
と
っ
て
、こ
の
数
年
の
動
き
は「
禁

（

）

一
六

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
紀
要

第
43
集



断
義
」
的
世
界
が
亡
霊
の
如
く
立
ち
現
れ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
序
文
に
「
古
人
台
徒
真
迢
カ
禁
断
義
ノ
邪
計
ノ
糟
粕
ヲ
食
ス
ル
ノ
ミ
ニ

シ
テ
一
ト
シ
テ
確
論
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ナ
シ
」
と
了
海
の
主
張
を
批
判
し
つ
つ
、「
鷹
峯
ノ
学
徒
、

何
の
皇イトマアキ
ア
リ
テ
両
々
三
々
応
接
シ
、
破
会
セ
ン
ヤ
。
台ワレ
今
也
マ
タ

年
歯
老
耄
シ
、

瞽
聾
ニ
ノレ

リ
」
と
、
日
達
ら
鷹
峯
檀
林
学
僧
の
ふ
が
い
な
さ
と
老
骨
に
鞭
打
た

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
日
蓮
宗
側
か
ら
の

反
攻
は
了
海
の
勢
い
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
期
の
盛
り
上
が
り
に
つ
い
て
特
に
浮
世
草
子
作
者
達
の
反
応
は
見
ら
れ

な
い
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
其
磧
作
『
浮
世
親
仁
形
気
』（
享
保
五
年
﹇
一
七

二
〇
﹈
刊
）
巻
五
の
一
・
二
に
お
い
て
、
堅
法
華
の
親
仁
が
、
浄
土
宗
信
者
で

あ
る
両
替
屋
や
自
分
の
息
子
を
説
得
し
よ
う
と
議
論
を
ふ
っ
か
け
る
場
面
は
あ

り
、
そ
の
内
容
は
『
禁
断
日
蓮
義
抜
書
』
に
見
ら
れ
る
も
の
と
重
な
り
合
う
も

の
の
、
社
会
的
な
ブ
ー
ム
を
思
わ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
般
的
な
宗
論
物
の

範
疇
に
収
ま
っ
て
い
る
。
浮
世
草
子
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
、
既
に
異
な
っ
た
方

向
性
に
向
か
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
対
し
て
二
の
（
２
）
で
掲

げ
た
よ
う
な
浄
瑠
璃
作
品
に
は
、
了
海
の
人
気
ぶ
り
や
事
跡
が
盛
ん
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
社
会
現
象
と
商
業
性
を
帯
び
た
文
芸
作
品
の
趣
向

が
切
り
結
ぶ
契
機
の
綾
で
あ
ろ
う
か
。

注

⑴

野
間
光
辰
『

日
本
古
典
文
学
大
系
91

浮
世
草
子
集
』
解
説
（
昭
和
四
一
年
一

一
月
、
岩
波
書
店
）。

⑵

『
西
沢
一
風
全
集
２
』（
平
成
一
五
年
三
月
、
汲
古
書
院
）。
尚
、
引
用
に
際
し
て

句
読
点
は
適
宜
変
更
し
、
漢
字
は
現
在
通
用
の
字
体
に
改
め
、
ま
た
振
仮
名
も
適

宜
省
略
し
た
。
以
下
引
用
に
つ
い
て
は
同
様
の
処
理
を
お
こ
な
っ
た
。

⑶

前
掲
注
⑴
。

⑷

増
上
寺
史
料
編
纂
所
『
増
上
寺
史
料
集
第
一
巻
』（
昭
和
五
八
年
一
二
月
、
続
群

書
類
従
完
成
会
）。

⑸

文
部
省
宗
教
局『
宗
教
制
度
調
査
資
料
第
十
六
輯

江
戸
時
代
宗
教
法
令
集
』（
大

正
一
四
年
三
月
）。

⑹

倉
員
正
江
「
翻
刻
『
中
村
雑
記
』
抄
（
二
）」（「
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
」
三
六
、

平
成
元
年
六
月
）、
お
よ
び
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
本
。

⑺

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編『
鸚
鵡
籠
中
記
第
三
』（『
名
古
屋
叢
書
続
編
第
十
一
巻
』

昭
和
四
三
年
三
月
、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会

所
収
）。

⑻

京
都
学
歴
彩
館
（
閲
覧
時
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）
所
蔵
本
に
よ
る
。

⑼

『
国
書
人
名
辞
典
第
二
巻
』（
平
成
七
年
五
月
、
岩
波
書
店
）「
真
陽
」
の
項
目
解

説
に
よ
る
。

前
掲
注
⑴
。

玉
川
大
学
教
育
学
術
情
報
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
。

速
水
香
織
「
万
屋
清
兵
衛
出
版
年
表
」（「
皇
學
館
論
叢
」
三
六
｜
二
、
平
成
一
五

年
四
月
）。

大
倉
精
神
文
化
研
究
所
附
属
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
。

速
水
香
織「
万
屋
清
兵
衛
と
上
方
書
肆
｜
貞
享
・
元
禄
期
に
お
け
る
係
わ
り
」（「
日

（
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気
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本
文
学
」
五
四
｜
二
、
平
成
一
七
年
二
月
）、
藤
原
英
城
「
元
禄
期
の
八
文
字
屋

と
万
屋
清
兵
衛
」（「
か
が
み
」
四
〇
、
平
成
二
一
年
一
〇
月
）。

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
本
、お
よ
び
、福
井
市
立
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
。

市
古
夏
生
編
『
元
禄
・
正
徳
板
元
別
出
版
書
総
覧
』（
平
成
二
六
年
一
一
月
、
勉

誠
出
版
）。

京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
。
刊
記
は
な
く
、
序
記
に「

宝
永
四
年

亥
十
月
日
」
と
あ
り
、
上
方
板
か
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
『
禁
断
日
蓮
義
抜
書
』

に
逐
一
反
論
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
序
文
に「
此
比
又
真

超
（ママ）

か
書
を
見
し

人
、
義
を
明
ら
め
す
し
て
、
み
た
り
に
当
宗
を
破
談
す
」と
書
か
れ
て
お
り
、
時

期
的
に
『
増
上
縁
談
議
咄
』
な
ど
も
意
識
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

寛
文
十
一
年
﹇
一
六
七
一
﹈
刊
『
新
板
増
補
書
籍
目
録
』
で
は
「
日
蓮
禁
断
記
」

の
表
記
も
見
ら
れ
る
。

山
口
晃
一
編
『
日
蓮
教
学
全
書
第
十
一
巻
』（
昭
和
五
二
年
五
月
、
法
華
ジ
ャ
ー

ナ
ル
）
所
収
。

『
国
書
人
名
辞
典
第
四
巻
』（
平
成
一
〇
年
一
一
月
、
岩
波
書
店
）。

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
編『
鸚
鵡
籠
中
記
第
四
』（『
名
古
屋
叢
書
続
編
第
十
二
巻
』

昭
和
四
四
年
一
月
、
名
古
屋
市
教
育
委
員
会

所
収
）。

祐
田
善
雄
「
了
海
上
人
の
こ
と
ど
も
」（「
上
方
」
八
四
、
昭
和
一
二
年
一
二
月
）、

加
納
克
己
『
日
本
操
り
人
形
史
｜
形
態
変
遷
・
操
法
技
術
史
』（
平
成
一
九
年
六

月
、
八
木
書
店
）。

森
銑
三
他
編
『
燕
石
十
種
第
四
巻
』（
昭
和
五
四
年
一
一
月
、
中
央
公
論
社
）
所

収
。

上
方
」
八
三
、
昭
和
一
二
年
一
一
月
。

『
浄
土
宗
全
書
第
十
九
巻
』（
昭
和
五
〇
年
六
月
、
山
喜
房
仏
書
林
）。

江
戸
幕
府
日
記
第
二
編
之
一
『
宝
永
年
録
第
三
巻
』（
昭
和
六
一
年
七
月
、
野
上

出
版
）。

『
摧

再
難
条
目
鈔
』序
文
に
は
、「
茲
年
宝
永
己
丑
夏
、
少
縁
に
由
て
、
洛
の
西

北
紫

竹
村
光
念
教
寺
の
堂
宇
を
修
営
せ
ん
と
欲
し
て
、
法
筵
を
展
べ
」
と
、
滞

在
の
動
機
が
堂
宇
修
繕
で
あ
っ
た
と
す
る（
引
用
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
正

徳
二
年
刊
漢
字
平
仮
名
本
に
よ
る
）。

延
宝
二
年
﹇
一
六
七
四
﹈
｜
延
享
四
年
﹇
一
七
四
七
﹈。
鷹
峯
檀
林
能
化
を
経
て
、

京
・
本
圀
寺
二
十
六
世
、
下
総
・
中
村
檀
林
五
十
三
世
な
ど
。

国
文
学
研
究
資
料
館
の
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
も
、「『
日
蓮
宗

宗
学
章
疏
目
録
』」
に
よ
る
と
す
る
の
み
で
、
原
本
の
伝
存
は
未
詳
。

京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
る
。

国
文
学
研
究
資
料
館
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
皇
學
館
文

庫
本
）。
宝
永
八
年
本
は
漢
字
片
仮
名
本
。
注

で
引
用
し
た
平
仮
名
本
共
々
出

板
書
肆
は
京
の
冨
山
伊
兵
衛
。な
お
引
用
に
際
し
て
は
片
仮
名
本
を
参
照
し
つ
つ

平
仮
名
本
を
用
い
た
。

『
高
僧
名
著
全
集
第
一
四
巻
』（
昭
和
五
年
、
平
凡
社
）
解
説
。

野
間
氏
解
説
は
前
掲
注
⑴
。
お
よ
び
長
谷
川
強
『
浮
世
草
子
の
研
究
』（
昭
和
四

四
年
三
月
、
桜
楓
社
）。

『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
第
四
巻
』（
昭
和
四
八
年
一
二
月
、
岩
波
書
店
）
所
収
。

前
掲
注

、
長
谷
川
強
『
浮
世
草
子
の
研
究
』。

（

）
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前
掲
注
⑴
。

前
掲
注

、
長
谷
川
強
『
浮
世
草
子
の
研
究
』。

長
谷
川
強
「『
け
い
せ
い
禁
談
義
』・『
野
傾
髪
透
油
』」（『
浮
世
草
子
新
考
』

平

成
三
年
一
二
月

所
収
）。

前
掲
注

所
収
。

菊
屋
に
『
傾
城
禁
短
気
』
に
対
す
る
妨
害
の
意
識
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
と

同
時
に
「
禁
断
義
」
ブ
ー
ム
の
起
こ
り
つ
つ
あ
る
雰
囲
気
を
利
用
し
よ
う
と
す
る

意
図
も
多
分
に
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

架
蔵
本
に
よ
る
（
二
〇
頁
【
図
版
Ｂ
】・【
図
版
Ｃ
】
参
照
）。
こ
の
『
新
撰
禁
談

議
』
が
さ
ら
に
『
扶
桑
宗
格
』
へ
と
書
名
を
変
え
、
部
分
的
な
改
竄
も
加
え
ら
れ
、

明
和
元
年
﹇
一
七
六
四
﹈
に
江
戸
・
鱗
形
屋
孫
兵
衛
よ
り
刊
行
さ
れ
て
お
り
（
国

立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
）、
本
家
『
禁
断
日
蓮
義
抜
書
』
同
様
、
こ
う
し
た
書
の

根
強
い
需
要
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
飯
倉
洋
一
「「
奇
談
」
の
場
」（「
語
文
」

七
八
、
平
成
一
四
年
五
月
）
で
は
、
明
和
九
年
刊
『
大
増
書
籍
目
録
』
お
よ
び
『
享

保
以
後
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』（
昭
和
一
一
年
五
月
、
大
阪
図
書
出
版
業
組
合
）

か
ら
、『
新
撰
禁
談
議
』
が
大
坂
柏
原
屋
佐
兵
衛
よ
り
『
平
が
な
談
義
帖
』
と
し

て
改
題
出
板
（
開
板
願
い
は
明
和
二
年
九
月
）
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上

で
、『
増
上
縁
談
議
咄
』
を
「
奇
談
」
書
の
先
駆
け
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

山
口
晃
一
編
『
日
蓮
教
学
全
書
第
十
二
巻
』（
昭
和
五
二
年
七
月
、
法
華
ジ
ャ
ー

ナ
ル
）
所
収
。

〔
付
記
〕

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
資
料
閲
覧
の
御
高
配
を
賜
っ
た
各
所
蔵
機
関
、
お
よ

び
、
図
版
の
掲
載
を
御
許
可
下
さ
い
ま
し
た
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
附
属
図
書

館
に
、
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金

（
課
題
番
号
・
二
五
三
七
〇
二
三
〇
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
す
。

（

）
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義
か
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禁
短
気
へ



【図版Ａ】『法華念仏記』挿絵（大倉精神文化研究所附属図書館所蔵本）

【図版Ｃ】『新撰禁談議』巻下刊記 【図版Ｂ】『新撰禁談議』巻上目録

（

）
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From Kindangi to Kintanki:The background of the plots of
 

Fuuryuu Sangokushi and Keisei Kintanki and the actual religious
 

debates between the sects

 

SUGIMOTO Kazuhiro

 

Fuuryuu Sangokushi (1708) by Nishizawa Ippuu and Keisei Kintanki (1711) by Ejima
 

Kiseki share a feature in that they both compare lectures by Buddhist monks and debates
 

between different Buddhist sects to a man’s love for a woman of pleasure or a male prostitute.

Previous studies have pointed out that Buddhist lectures and debates were utilized in these
 

works because they were prevalent at the time. The purpose of this paper is, however, to
 

clarify that the feature both works share is derived from specific social movements and
 

incidents,not from prevalent Buddhist lectures or debates at that time.

From 1707 to the following year,the Jodo sect began to engage in extreme criticism of the
 

Nichiren sect in Edo. The shogunate tried to stop this,but the Jodo sect attacked the Nichiren
 

sect more intensely. Eventually in May 1708, the shogunate punished one hundred bonzes
 

belonging to the Jodo sect. At the same time, important works based on the controversy
 

between the two sects were published in Edo. One was Kindan Nichiren Gi published by
 

Tamaoki Jirobee,who had his store in front of the gate of the Zoujou-ji Temple,and the other
 

was Kindan Nichiren Gi Nukigaki published by Yorozuya Seibee,who had a close relation-

ship with Hachimonjiya Hachizaemon, the publisher of Keisei Kintanki. These pieces of
 

information were quickly transmitted to Kyoto. Based on such information,Ippuu construct-

ed a plot by comparing religious debates between the Jodo sect and the Nichiren sect of the
 

previous year in Edo to the love of a woman of pleasure and a male prostitute respectively,and
 

he completed Fuuryuu Sangokushi in 1708.

In the following year,a Jodo monk named Ryoukai,who was punished by the shogunate,

appeared in Kyoto and doggedly began to attack the Nichiren sect. At that time,Nichidatsu,

who was an excellent monk of the Nichiren sect in Kyoto,argued against him. Ryoukai and
 

Nichidatu disputed several times,which resulted in publications. The enthusiastic contro-

versy of the two sects in Edo two years earlier was repeated in Kyoto,and based on intense
 

engagement,Keisei Kintanki was finally completed by Ejima Kiseki. The word Kintanki in
 

the title is a parody of Kindangi,which means Kindan Nichiren Gi and symbolizes the attack
 

on the Nichiren sect by the Jodo sect.

― ―138



 

This paper concludes that both Fuuryuu Sangokushi and Keisei Kintanki were created
 

based on these specific incidents and social movements.

― ―139
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